
煙総人口 259,550人（－127人）　男性 121,734人（－55人）、女性 137,816人（－72人）
煙世帯数 105,261世帯（－25世帯）　※2月中の動き　転入 536人、転出 586人、 出生 208人、死亡 285人

人の動き
3月1日 現在

煙テレビ　毎週土曜 NBC・NIB→9時25分 、KTN・NCC→11時40分
煙ラジオ　NBC 日曜 9時25分、FM長崎 火曜 9時5分、FMさせぼ 火曜10時30分・日曜 9時30分

煙新　聞　長崎新聞 毎月第2・4火曜　煙ホームページ http://www.city.sasebo.nagasaki.jp/

させぼ
市政だより

平成24年4月1日発行　編集・発行／佐世保市総務部秘書課広報係　〒857-8585（市役所専用）長崎県佐世保市八幡町1-10
TEL 0956-24-1111　FAX 0956-25-2184　MAIL hishok@city.sasebo.lg.jp　印刷／有限会社立山印刷

資

NBC、FM長崎で放送中の市政だよりが、パソコンやスマートフォンで聞けます！
インターネットでhttp://radiko.jpに接続するか、radiko（ラジコ）で検索してください。

●問①～④保健福祉政策課　緯24-1111　⑤市立総合病院企画情報室　緯24-1515

▼
市
役
所
の

携
帯
サ
イ
ト

は
こ
ち
ら
!

比較的軽症の方の診療を行っています。

緯0956-25-3352

市立急病診療所 中央保健福祉センター1階（高砂町）

お子さんの急な病気やケガ等の際、「家庭での対処方法」や「医
療機関の受診の要否」など、判断に困ったときのご相談に応じ
ています。

#8000（プッシュ回線、携帯電話、公衆電話）
緯095-822-3308（ダイヤル回線）

② 子どもが急な病気になったら

小児救急電話相談センター（長崎県）

① 救急医療機関を知るには

佐世保市消防局
夜間や休日に診療を行っている医療機関をご案内しています。

緯0956-23-8199

診  療  科：内科、小児科
診療時間：20時～23時
（受け付けは22時45分まで）

診  療  科：内科、小児科、外科
診療時間：10時～18時
（受け付けは17時45分まで）

④ 夜間・休日の診療には

③ インターネットで医療機関を探すには

ながさき医療機関情報システム
暫ホームページ　http://iryou.pref.nagasaki.jp/
暫携帯電話検索　http://iryou.pref.nagasaki.jp/m/

⑤ 市立総合病院からのお願い

市立総合病院に開設された救命救急センターは、重症
の救急患者や入院を必要とする人が対象となります。
軽症の場合はかかりつけ医や急病診療所を受診して
ください。

月  曜
から
土  曜

日  曜
祝  日
年末年始

本当に緊急性のある患者さんが
速やかに治療を受けられるように
ご理解とご協力をお願いいたします。

佐世保市・佐世保市消防局・鋤佐世保市医師会
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13p イベント情報　14p 施設だより　16p 市政通信　19p 市税などのコンビニ納付をご利用ください
20p 広報クイズ「九十九島いりこ商品」プレゼント!　21p させぼ日和、ヘルシークッキングレシピ
22p 暮らしの情報　26p 健康と福祉　30p 救急医療情報キットの配布を始めました!
31p 歴史散歩、和牛の祭典 in ながさき、佐世保の食「世知原茶を使ったスイーツ」など
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本
市
は
本
年
4
月
1
日
に
市
制
施
行
1
1

0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
は
こ
の
記
念
の
年

を
「
発
展
の
年
」
と
位
置
付
け
、「
1
W
4
K
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
成
長
戦
略
の
本
格
的

な
ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　「
W
」と
は
、
佐
世
保
が
日
本
の
西
（
W
e
s

t
）の
端
、
す
な
わ
ち
東
ア
ジ
ア
に
最
も
近
い

と
い
う
地
の
利
を
意
味
し
て
お
り
、「
4
K
」

と
は
、
①
企
業
立
地
の
推
進
②
観
光
振
興
③

基
地
政
策
④
東
ア
ジ
ア
と
の
経
済
交
流
や
国

際
航
路
、
港
湾
整
備
と
い
っ
た
国
際
戦
略
事

と
い
う
4
つ
の
施
策
を
表
し
て
い
ま
す
。

　「
生
産
な
き
と
こ
ろ
に
発
展
な
し
、
生
産
な

く
し
て
雇
用
な
し
」
と
い
う
考
え
の
下
、
安
定

的
な
経
済
成
長
を
維
持
す
る
中
国
や
韓
国
に

近
い
こ
と
な
ど
、
佐
世
保
の
持
つ
特
性
や
地

の
利
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
市
営
工

業
団
地（
小
佐
々
地
区
）の
整
備
な
ど
企
業
誘

致
の
推
進
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
佐
世
保

の
魅
力
向
上
、
前
畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還
や

崎
辺
地
区
の
利
活
用
、
国
際
航
路
開
設
等
に

よ
る
東
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
九
州
サ
ブ
・
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
構
想
の
実
現
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
市
営
工
業
団
地（
小
佐
々
地
区
）に
つ

い
て
は
、
正
式
名
称
を
「
佐
世
保
工
業
団
地
」、

通
称
名
を
「
ウ
エ
ス
ト
テ
ク
ノ
佐
世
保
」
と
命

名
し
ま
し
た
。
平
成
　
年
度
か
ら
は
造
成
工

24

事
が
本
格
化
し
、
企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
企
業
立

地
・
観
光
物
産
振
興
局
を
再
編
し
、
新
た
に

「
企
業
立
地
推
進
局
」
を
設
置
し
て
、
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、「
観
光
物
産
振
興
局
」
を
新
た
に

設
置
し
、
中
国
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
か

ら
の
観
光
客
誘
致
や
大
型
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
な
ど
、
局
の
使
命
を
尖

鋭
化
さ
せ
、
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
、
救
急

医
療
体
制
の
充
実
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
な

ど
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
作
る
た
め
の
施
策
や
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
支
援
、
地
域
福
祉
計
画
と
市
民
協
働

推
進
計
画
の
推
進
、
交
通
不
便
地
区
対
策
な

ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
施
策
も
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
石
木
ダ
ム
の
建
設
促
進
に
よ
る

水
源
確
保
、
中
学
校
完
全
給
食
に
向
け
た
施

設
整
備
、
三
浦
地
区
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
計

画
事
業
用
地
の
活
用
、
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
を
基
本
に
し
た
合
併
地
域
の
活
性
化
、

農
水
産
業
の
振
興
、
第
　
回
全
国
和
牛
能
力

10

共
進
会
長
崎
県
大
会
・
和
牛
の
祭
典
i
n
な
が

さ
き
の
開
催
な
ど
、
市
政
の
諸
課
題
は
山
積

し
て
お
り
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

W 日本の西（West）の端

K 企業（Kigyou）立地の推進
K 観光（Kankou）振興
K 基地（Kichi）政策
K 国際（Kokusai）戦略

1W4K市営工業団地（小佐々地区）

止
（正式名称）

佐世保工業団地
（通称名）

ウエストテクノ
佐世保

企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進
す
る
な
ど
成
長
戦
略
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
に
!

施
政
方
針

2月24日から3月定例市議会
が開かれ、朝長市長が来年度
の市政運営の方向性や具体
的な取り組みなどを示す「平
成24年度施政方針」を説明し
ました。ここでは、まちづく
りの「道しるべ」とも言える
施政方針の内容を抜粋、要約
してお知らせします。なお、
平成24年度当初予算の概要
は来月号でお知らせします。

特
集
１
  ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る
べ

平成24年度石
木
ダ
ム
建
設
事
業

　
石
木
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
慢
性
的
な
水
源
不
足
の
抜
本
的
な
解
決
策

と
し
て
、
長
崎
県
・
川
棚
町
と
と
も
に
、
常
に

連
携
し
、
全
力
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
渇
水
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
し
、

水
問
題
は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
す
の
で
、

ダ
ム
建
設
に
ご
同
意
を
い
た
だ
け
て
い
な
い

地
権
者
の
方
々
と
の
対
話
の
お
願
い
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
石
木
ダ
ム
建
設
の
早
期
実
現
に
は
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

基
地
政
策

　
基
地
政
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
新
返

還
6
項
目
」
と
、
崎
辺
地
区
の
利
活
用
を
基
調

と
し
た
「
港
の
す
み
分
け
」
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　「
新
返
還
6
項
目
」
に
つ
い
て
は
、
赤
崎
貯

油
所
に
係
る
2
項
目
が
完
結
し
、
さ
ら
に
は

立
神
港
区
第
3
・
4
・
5
号
岸
壁
の
一
部
の
返

還
に
つ
い
て
も
、
昨
年
5
月
、
第
　
回
旧
軍
港

33

市
国
有
財
産
処
理
審
議
会
に
お
い
て
、
米
国

政
府
に
対
す
る
返
還
要
求
と
返
還
後
の
佐
世

保
重
工
業
株
式
会
社
へ
の
売
り
払
い
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　「
前
畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還
」
に
つ
い
て

は
、
昨
年
1
月
に
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意

さ
れ
、
弾
薬
庫
移
設
が
国
の
事
業
と
し
て
推

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　「
崎
辺
地
区
の
利
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
新

防
衛
大
綱
の
中
で
、
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦

の
増
隻
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
海
上

自
衛
隊
と
し
て
の
利
活
用
を
具
現
化
す
る
も

の
と
し
て
、
経
済
界
、
市
議
会
、
行
政
の
三
者

に
よ
り
、「
潜
水
隊
群
の
誘
致
」
を
国
に
対
し

て
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
佐
世
保
港
を
活
用
し
た
地
域
経
済
の
発
展

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、「
新
返
還
6
項
目
」
の

早
期
実
現
と
、「
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
崎
辺
地

区
の
利
活
用
」「
前
畑
崎
辺
道
路
」
の
早
期
着

工
に
、
引
き
続
き
努
力
し
ま
す
。

地
域
経
済
を
支
え
る
地
場
企
業
の
振
興

　
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
物
産
振

興
の
観
点
か
ら
、
福
岡
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
キ
ト
ラ
ス
」
や
「
さ
せ
ぼ
四
季
彩
館
」（
三
川

内
本
町
）な
ど
、
市
内
外
の
販
売
拠
点
を
十
分

に
活
用
し
、
本
市
特
産
品
の
効
果
的
な
P
R

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
認
知
度
と
販
売
額
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
特
に
市
民
ア
イ
デ
ア
を
基
に
商
品
化
を
進

め
て
い
る
「
さ
せ
ぼ
☆
ス
タ
ー
商
品
」
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
昨
年
　
月
に
販
売
を
開
始
し

12

た
「
佐
世
保
開
港
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
に
続
き
、

新
た
に
2
品
目
を
商
品
化
し
ま
し
た
。
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
に
お
見
え
に
な
る
お
客
さ

ま
に
は
、
そ
う
し
た
商
品
を
含
め
、
本
市
な
ら

で
は
の
特
産
品
を
よ
り
多
く
購
入
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
P
R
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
浦
中
里
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
用

地
に
お
け
る
情
報
発
信
機
能
な
ど
を
兼
ね
備

え
た
地
域
振
興
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
規
模
な
ど
を

含
め
た
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

03　広報させぼ 2012.4

ま
ち
づ
く
り
の
7
つ
の

基
本
目
標
と
主
な
施
策

※本号に掲載する所属名は3月10日現在のものです。4月1日以降の新所属名は5月号でお知らせしますのでご注意ください。

昨年度、「させぼ☆スター商品」コンテストで部門賞を
受賞した「食べるせちばる茶」（写真左）と「九十九島かか
ら葉すし」（右）が、「佐世保開港ロールケーキ」に続き、
いよいよ商品化！  食べるせちばる茶は栄養たっぷりの
緑茶を「 佃煮 」と「お茶漬け」においしくアレンジし、

つくだに

九十九島かから葉すしは九十九島海域の新鮮な魚を
使った押し寿司を「かから葉」で包みました。地元のこ
だわり素材を使用し、事業者や市の関係者などが一体
となって開発した自信作です。ぜひご賞味ください！

【食べるせちばる茶】販売店
　暫田舎のより道（奥山町1555・佃煮） 緯59-3666
　暫エスプランニング（赤崎町392-3・佃煮） 緯28-0598
　暫国見の郷（世知原町開作71-1・佃煮） 緯73-3600
　暫宇久食品（宇久町平950-1・佃煮） 緯0959-57-2430
　暫藤翔（小佐々町楠泊1927-2・お茶漬け） 緯69-3301
【九十九島かから葉すし】販売店
　暫ふじ・なが本店（大野町50-14） 緯49-2487
　暫ふじ若丸中里店（上本山町1044） 緯41-0299
　暫和み本店（田原町13-5） 緯0120-753-644（無料）
　暫なごみ-和-（愛宕町166-1） 緯47-4757
　暫宇久食品（宇久町平950-1） 緯0959-57-2430

冗企業立地・観光物産振興局　緯24-1111

佐世保開港ロールケーキ葛

虚
雇
用
を
生
み
出
す

力
強
い
産
業
の
ま
ち

「食べるせちばる茶」と
「九十九島かから葉すし」

させぼ☆
スター商品



魅
力
あ
る
商
業
の
振
興
と
流
通
の
活
性
化

　
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
商
店
街
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
創
出
を

図
る
た
め
、
商
店
街
が
取
り
組
む
活
動
に
対

し
支
援
を
行
い
ま
す
。
特
に
平
成
　
年
度
か

24

ら
は
、
市
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
当

た
り
、
わ
が
ま
ち
佐
世
保
の
特
色
を
生
か
し

た
取
り
組
み
を
地
元
関
係
者
と
共
同
で
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
歴
史
的
に
見
て
も
、
米
軍
基
地
を

は
じ
め
と
し
た
ア
メ
リ
カ
と
の
交
流
が
盛
ん

で
あ
り
、
国
際
色
豊
か
な
街
並
み
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
佐
世
保
の
中
に
あ

る
ア
メ
リ
カ
文
化
と
い
う
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
、
他
都
市
に
は
見
ら
れ
な
い
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
目
指
し
た
「
ア
メ
リ
カ
・
タ
ウ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
開
事
業
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

農
林
業
の
振
興

　
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
産
地
を
支
え
る
生

産
基
盤
の
整
備
や
新
鮮
・
安
全
・
安
心
な
農
畜

産
物
の
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、
後
継
者
と

担
い
手
の
育
成
を
図
り
、
経
営
基
盤
の
強
化

を
推
進
し
ま
す
。

　
特
に
農
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
西
海
み
か

ん
や
世
知
原
茶
、
九
十
九
島
か
き
、
九
十
九
島

い
り
こ
に
続
く
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
可
能
性
が

あ
る
新
た
な
農
水
産
物
を
発
掘
し
、
そ
の
産

地
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、「
佐
世
保
市
農
水

産
物
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
方
針
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
よ
り
、
農
水
産

業
者
等
が
、
創
意
・
工
夫
を
も
っ
て
取
り
組
む

高
付
加
価
値
産
品
の
産
地
化
や
新
商
品
の
開

発
、
需
要
・
販
路
開
拓
に
対
し
て
積
極
的
な
支

援
を
行
い
、
農
水
産
業
者
の
所
得
と
生
産
意

欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
佐
世

保
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
　
月
に
本
市

10

を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
」
へ
の
出
品
に
向
け
て
、
畜

産
農
家
や
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
大
会
を
契
機

に
本
市
畜
産
業
全
体
の
浮
揚
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
大
会
期
間
中
に
約
　
万
人
の
来
場
者

32

数
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
、
市
民
に

対
し
広
く
P
R
す
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ

態
勢
を
整
備
し
、
佐
世
保
の
歴
史
文
化
・
観
光

面
な
ど
を
全
国
へ
発
信
し
な
が
ら
、
本
市
の

経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

雇
用
の
創
出
と
労
働
の
安
定

　
佐
世
保
工
業
団
地
「
ウ
エ
ス
ト
テ
ク
ノ
佐

世
保
」
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
造
成
工
事
を
進

24

め
、
平
成
　
年
中
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

25

　
こ
の
工
業
団
地
は
県
内
で
唯
一
、
約
　
盾
17

の
分
譲
面
積
を
有
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り

大
規
模
な
企
業
立
地
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
内
企
業
向
け
に
整
備
し
た「
吉

井
町
御
橋
工
業
団
地
」
と
と
も
に
、
早
い
時
期

で
の
分
譲
完
了
へ
向
け
て
、
企
業
誘
致
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
平
成
　
年
度
か
ら
企
業
立
地
奨

24

励
制
度
に
よ
る
支
援
措
置
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
ま
し
た
。
全
国
主
要
都
市
に
配
置
し
た
企

業
立
地
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
て
、

引
き
続
き
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
昨
年
　
月
、
島
原
市
に
本
社
を
置
く
、

12

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
の
大
光
食
品
叙
が
佐

世
保
工
場
の
規
模
拡
大
の
た
め
に
新
田
町
か

ら
大
塔
町
へ
移
転
し
、
す
で
に
約
　
人
の
地

30

元
雇
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
3
年
後
ま
で

に
約
　
人
体
制
と
す
る
増
員
を
計
画
さ
れ
て

50

い
ま
す
。

観
光
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ハ
ン

デ
ィ
と
言
わ
れ
て
い
た
「
日
本
の
西
の
端
」
を

「
地
の
利
」
と
し
て
生
か
す
と
い
う
視
点
を
持

ち
、
私
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

　
2
月
　
日
か
ら
営
業
運
航
が
開
始
さ
れ
た

29

「
上
海
航
路
」
を
活
用
し
た
中
国
上
海
エ
リ
ア

か
ら
の
観
光
客
誘
致
な
ど
東
ア
ジ
ア
か
ら
の

誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
外
国
人
観
光
客
等
の
誘
致
に
合
わ
せ
、
九

十
九
島
水
族
館
「
海
き
ら
ら
」
に
多
言
語
音
声

ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
内
の
案
内
板
の

04

昭和25年ごろの松浦町付近

許
あ
ふ
れ
る
魅
力
を

創
出
し
体
感
で
き
る
ま
ち

▼

32万人の
お客さまに
佐世保をPR!

長崎ー上海航路の貨客船「オーシャンローズ」

多
言
語
化
を
図
る
な
ど
外
国
人
観
光
客
等
の

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
は
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
開
催
さ

れ
る
た
め
、
本
市
観
光
資
源
と
組
み
合
わ
せ

た
効
果
的
な
P
R
に
よ
り
誘
致
促
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
全
国
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

な
ど
大
型
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
・

産
業
な
ど
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し

た
「
S
A
S
E
B
O
時
旅
」
の
販
売
体
制
強
化

と
着
地
型
観
光
の
充
実
を
図
り
、
観
光
客
の

市
内
周
遊
を
促
進
し
ま
す
。

　
九
十
九
島
動
植
物
園
「
森
き
ら
ら
」
に
つ
い

て
は
、
新
ペ
ン
ギ
ン
舎
を
整
備
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
園
内
各
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進

め
る
と
と
も
に
、
人
気
が
高
い
「
ア
ミ
メ
キ
リ

ン
」
の
導
入
を
行
い
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
、「
ま
た
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
魅
力
あ
る
動
植
物
園
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

文
化
芸
術
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り

　
文
化
財
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
福
井
洞
窟
な
ど
の
洞
穴
遺
跡
や

針
尾
送
信
所
な
ど
の
近
代
化
遺
産
の
調
査
と

整
備
を
進
め
ま
す
。

　「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺

産
」
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
、
黒
島
地

区
の
活
性
化
、
本
市
の
観
光
の
活
性
化
に
結

び
つ
け
る
こ
と
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
の
体
制
づ
く
り

　
市
民
が
安
全
・
安
心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、
救
急
医
療
や
高
度
医
療
な
ど
に
お

い
て
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
市
立
看
護
専
門
学
校
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
現
地
建
て
替
え
を
基
本

と
し
て
、
国
の
地
域
医
療
再
生
基
金
を
活
用

し
な
が
ら
、
平
成
　
年
度
着
工
を
目
指
し
て
、

25

今
後
と
も
県
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
市
立
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、
が
ん
診
療

等
の
高
度
専
門
医
療
と
小
児
周
産
期
、
離
島

医
療
等
の
政
策
医
療
を
担
う
と
と
も
に
、
急

性
期
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
4
月
に
稼
働
す
る
予
定

で
す
。
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
医
療
従

事
者
の
教
育
・
研
修
に
力
を
注
ぎ
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
良
質
で
先
進
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
に
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
の
た
く
ま
し
さ
と
豊
か
な
心
を
育
む
た

め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進

し
ま
す
。

　
特
に
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
が
豊
か
な
感
性
と
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
司

書
を
効
果
的
に
配
置
し
、
佐
世
保
市
立
の
全

小
・
中
学
校
に
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
な
ど
学
校
図
書
館
機
能
を
充
実
さ
せ
、
読

書
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
食
育
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し

い
食
習
慣
の
形
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平

成
　
年
9
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
「
学

25
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
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鋸
心
豊
か
な

人
を
育
む
ま
ち

距
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

「救命救急センター」が稼働予定の市立総合病院

特集1　まちづくりの道しるべ　平成24年度施政方針

時
旅

「
梅
ケ
枝
酒
造
の
杜
氏
と
仕
込
む

　
　
　
　
　
山
田
錦
の
マ
イ
日
本
酒
」

冗
時
旅
デ
ス
ク
  緯
　
・
7
2
1
2

23



　
小
・
中
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
校

舎
や
体
育
館
に
お
け
る
耐
震
補
強
工
事
の
実

施
や
、
江
迎
中
学
校
改
築
に
係
る
基
本
設
計
、

愛
宕
中
学
校
と
東
明
中
学
校
プ
ー
ル
の
改
築
、

統
合
に
よ
る
祇
園
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
工

事
の
実
施
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

　
生
活
の
質
の
向
上
や
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
拡
大
す
る

中
、
拠
点
施
設
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
推
進

と
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
地
区
公
民
館
の

未
整
備
地
区
の
解
消
を
図
る
た
め
、
崎
辺
地

区
公
民
館（
仮
称
）の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
近
年
の
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
情
勢
か
ら
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

痛
感
し
て
い
る
「
徳
育
」
の
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
ま
す
。
ま
ず
2
月
に
策
定
し
た
「
徳

育
推
進
の
た
め
の
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
議

会
と
と
も
に
佐
世
保
市
の
都
市
宣
言
と
し
て

「
徳
育
推
進
の
ま
ち
づ
く
り
」
宣
言
を
行
い
、

徳
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
広
く
市
民
へ
周
知
・

啓
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

徳
育
推
進
の
大
き
な
柱
と
位
置
付
け
て
い
る

「
一
徳
運
動
」
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り

　
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
、
競
技
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
や
ジ
ュ

ニ
ア
層
の
競
技
力
強
化
な
ど
に
努
め
、
東
部

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
体
育
館
建
設
な
ど
体
育
施

設
の
計
画
的
な
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

25

会
空
手
道
競
技
の
本
市
開
催
に
向
け
て
、
準

備
を
進
め
ま
す
。

　
平
成
　
年
開
催
の
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国

26

体
に
お
い
て
は
、
広
報
活
動
を
一
層
充
実
さ

せ
、　
年
中
に
開
催
す
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

25

に
向
け
、
本
番
に
備
え
た
具
体
的
な
準
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
競
技
力
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
や
施
設
整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
佐
世
保
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計

画
に
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
問
題

へ
の
意
識
の
向
上
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
、
自

動
車
か
ら
の
排
出
削
減
な
ど
の
重
点
取
り
組

み
を
中
心
に
、「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
へ

の
補
助
」や「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
の
普
及
」な

21

ど
市
民
、
事
業
者
に
広
く
支
援
を
行
い
ま
す
。

循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

　「
家
庭
系
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、「
事
業
系
ご
み
」
の
減
量

化
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
　
年
3
月
末
に
策
定
予
定
の
一
般
廃
棄
物

24
処
理
基
本
計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
リ

フ
ュ
ー
ズ（
ご
み
に
な
る
も
の
を
断
る
）、
リ

デ
ュ
ー
ス（
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
）、

リ
ユ
ー
ス（
も
の
を
そ
の
ま
ま
再
使
用
す
る
）、

リ
サ
イ
ク
ル（
原
材
料
に
戻
し
て
再
生
利
用
す

る
）の
「
4
R
」
の
取
り
組
み
を
継
承
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
家

庭
系
ご
み
有
料
化
制
度
の
充
実
、
事
業
系
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
主
に

中
部
処
理
区
の
早
岐
、
広
田
地
区
、
西
部
処
理

区
の
日
野
、
相
浦
、
新
田
地
区
の
事
業
を
継
続

し
、
江
迎
処
理
区
の
田
ノ
元
地
区
に
お
い
て

も
公
共
下
水
道
の
利
用
が
順
次
可
能
と
な
る

よ
う
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
整
備
を
進
め

ま
す
。

　
下
水
処
理
水
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
三

浦
地
区
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
計
画
区
域
の
一

部
へ
配
管
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

も
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

　
防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
と

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
東
消
防

署
の
建
て
替
え
事
業
の
着
手
や
、
同
報
系
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
推
進
し
、

市
民
に
対
す
る
防
災
情
報
伝
達
体
制
を
確
立
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一
徳

運
動

漁
人
と
自
然
が

　
　
共
生
す
る
ま
ち

禦
安
全
な
生
活
を
守
る
ま
ち防災行政無線

す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
一
層
の

結
成
促
進
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
原
子
力
施
設
の
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
県
の
地
域
防
災
計
画
に
合
わ
せ
て
、
本

市
の
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。
ま
た

大
災
害
に
備
え
、
毛
布
や
食
糧
な
ど
の
備
蓄

を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　
佐
世
保
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
き

昭
和
　
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
て

56

ら
れ
た
公
共
建
築
物
や
一
定
規
模
以
上
の
民

間
建
築
物
等
の
耐
震
化
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
老
朽
危
険
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
の

指
導
や
新
た
に
除
却
費
の
一
部
補
助
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
居
住
環
境
を
改
善
し
安
全
で

安
心
な
社
会
空
間
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

地
域
安
全
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

　
市
民
が
自
ら
進
ん
で
防
犯
対
策
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
防
犯
に
関
す
る
情
報
発
信
や
意
識
の
啓
発

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
自

主
的
な
防
犯
活
動
・
暴
力
追
放
運
動
に
対
す
る

支
援
や
、
町
内
防
犯
灯
の
L
E
D
化
に
対
す

る
経
費
の
補
助
を
行
う
な
ど
、
犯
罪
の
な
い

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
先
日
、
議
会
発
議
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
佐

世
保
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
市

民
へ
の
周
知
に
努
め
、
適
切
な
運
用
を
図
り

ま
す
。

快
適
で
魅
力
あ
る
街
の
再
生

　「
佐
世
保
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
機
能
連
携
・
調
和
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
中
心
市
街
地
に
つ
い
て

は
、
栄
・
常
盤
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の
適

切
な
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

公
園
・
緑
地
に
よ
る
憩
い
の
場
づ
く
り

　
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
公
園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
小

佐
々
地
区
の
本
土
最
西
端（
 神
  崎
  鼻
 ）公
園
に

こ
う
 ざ
き
 ば
な

つ
い
て
は
、
日
本
本
土
最
西
端
の
地
と
い
う

地
理
的
特
性
を
有
す
る
貴
重
な
資
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
民
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
多

く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
公
園
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
水
の
供
給

　
水
道
施
設
の
老
朽
化
等
へ
の
対
応
を
目
的

と
し
た
北
部
浄
水
場（
仮
称
）統
合
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
漏
水
量
の
減
少
を
図
る

た
め
こ
れ
ま
で
の
老
朽
管
の
更
新
事
業
に
加

え
、
新
た
な
機
器
を
導
入
し
た
漏
水
調
査
や

減
圧
対
策
な
ど
を
進
め
、「
安
全
・
安
心
で
安

定
し
た
水
の
供
給
」の
た
め
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
み
な
と
づ
く
り

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
活
力
と

に
ぎ
わ
い
を
佐
世
保
港
か
ら
創
出
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
物
流
や
人
の
交
流
を
支
え
る
み

な
と
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
本
市
の
地
の
利
を
生
か
し
、
東
ア
ジ
ア
と

の
経
済
交
流
な
ど
国
際
政
策
を
推
進
す
る
に

は
、
み
な
と
の
活
用
が
大
変
重
要
で
す
。
昨

年
　
月
に
は
、
国
際
定
期
旅
客
機
能
に
お
い

11
て
「
日
本
海
側
拠
点
港
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
国
際
航
路
の
開
設
な
ど
、
人
の
交
流
面

に
着
目
し
た
取
り
組
み
を
今
後
ま
す
ま
す
推

進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
東
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
九
州

サ
ブ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」の
一
環
と
し
て
進

め
て
い
る
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事

業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
防
災
拠
点
港
と

し
て
の
岸
壁
の
耐
震
強
化
や
外
国
人
観
光
客

を
含
む
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
と
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
図

る
た
め
の
三
浦
地
区
「
み
な
と
交
流
エ
リ
ア
」

の
公
募
に
つ
い
て
は
、
本
年
1
月
に
　
法
人

11

の
民
間
事
業
者
か
ら
　
件
の
提
案
を
い
た
だ

10

き
ま
し
た
。
現
在
、
選
考
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
中
に
は
新
し
い
佐
世

保
の
顔
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
 槌
  音
 が
響

つ
ち
 お
と

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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魚
快
適
な
生
活
と

　
　
交
流
を
支
え
る
ま
ち

日本本土最西端の碑

「日本海側拠点港」に選定された佐世保港

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
市
長
の
部
屋
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
な
ど
の
詳
細
は
本
紙
で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特集1　まちづくりの道しるべ　平成24年度施政方針



暫

暫

暫 暫

日
本
人
が
持
つ
相
互
扶
助
の
精
神
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
危
機
に
直
面
し
た
人
同
士

が
助
け
合
う
姿
や
、
支
援
す
る
た
め
に
遠
方
か
ら
駆
け
付
け
た
人
々
な
ど
の
姿
が
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
心
の
在
り
方
、
す
な
わ
ち
「
徳
」
が
育
ま
れ
、
日
常
生
活
で
も

発
揮
さ
れ
る
社
会
こ
そ
が
、
真
に
豊
か
な
社
会
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
特
集
は
「
徳
育
」。
市
制
施
行
百
十
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
こ
の
年
に
、
本

市
が
取
り
組
む
徳
育
推
進
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

08

徳
を
育
む

　
徳
育
と
は
、「
道
徳
心
の
あ
る
、
情
操
豊

か
な
人
間
性
を
養
う
た
め
の
教
育
」
と
解
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
が
人
と
し
て
生
き
、
豊
か

な
生
涯
を
送
る
た
め
の
「
心
の
学
び
」
で
あ

り
、
社
会
や
共
同
体
の
秩
序
を
保
つ
た
め
に
、

自
然
な
心
あ
る
行
動
を
行
う
た
め
の
教
育

と
も
言
え
ま
す
。

　
道
徳
心
と
は
、
善
悪
を
判
断
し
、
善
を
行

お
う
と
す
る
心
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

・
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
心
 

・
他
者
を
い
た
わ
る
心
、
感
謝
す
る
心

・
決
ま
り
や
約
束
を
守
る
素
直
な
心

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
心
情
を
育
ん
で
き
た
わ
が
国
の
伝
統
や

文
化
、
郷
土
を
大
切
に
し
、
美
し
い
自
然
を

愛
す
る
心
も
、
徳
育
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
徳
育
を
進
め
る
意
義

　
戦
後
、
復
興
を
成
し
遂
げ
た
わ
が
国
は
物

質
的
に
恵
ま
れ
、
価
値
観
が
多
様
化
し
、
個

性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
き
上
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
自
己
中
心
的
な
風

潮
が
広
ま
っ
て
規
範
を
守
ら
な
い
人
が
多

く
な
り
、
個
人
を
重
視
す
る
あ
ま
り
家
庭
や

地
域
と
い
っ
た
共
同
体
の
教
育
力
が
低
下

し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
例
で
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
電

「第2回豊かなこころづくりフォーラム」で徳育をテーマに「命を大切にする心」について講演する佐世保市徳育推進会議の木村勝彦
会長（長崎国際大学人間社会学部長）

特
集
2
  絆
で
結
ば
れ
た
心
豊
か
な
社
会
を
目
指
し
て

車
や
バ
ス
で
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
な
ど
、
公
共

の
場
で
規
範
が
守
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
感

じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
生
命
を
尊
重
す
る
心
や
他
者
へ
の
配
慮
、

思
い
や
り
と
い
っ
た
道
徳
心
は
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
大

人
が
子
ど
も
を
し
つ
け
、
教
育
す
る
こ
と
で

育
ま
れ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

な
道
徳
心
が
普
遍
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

価
値
観
が
多
様
化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
揺

ら
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
道
徳
心
を
芽
生
え
さ
せ
、
育
ん

で
い
く
た
め
の
教
育
、
す
な
わ
ち
徳
育
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
人
に
も
必
要
な
徳
育

　
徳
育
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
も
の
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
で
は
、
教
育
者
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
大
人
の
徳
育
も

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
は

同
じ
よ
う
に
教
育
さ
れ
た
大
人
に
よ
っ
て

教
育
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
　
世
紀

19

の
思
想
家
・
カ
ン
ト
が
言
葉
を
残
し
た
よ
う

に
、
お
手
本
と
な
る
べ
き
大
人
が
徳
を
身
に

付
け
る
こ
と
で
初
め
て
、
子
ど
も
に
他
人
へ

の
思
い
や
り
や
規
範
を
教
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

徳
育
推
進
の
た
め
の
行
動
計
画

　
市
民
一
人
一
人
が
助
け
合
い
の
精
神
を

持
ち
、
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
い
て
い

く
た
め
に
も
、
徳
育
が
必
要
で
は
な
い
か
―
。

そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
本
市
は
大
人
も
含

め
た
徳
育
の
推
進
を
目
標
に
掲
げ
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
　
年
度
に
は
、
佐
世
保
市
徳
育
検
討

20

懇
話
会
を
設
置
。
同
　
年
度
か
ら
は
佐
世

21

保
市
徳
育
推
進
会
議
に
引
き
継
が
れ
、
徳
育

の
研
究
と
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
延

べ
9
回
の
会
議
で
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
提

出
さ
れ
た
意
見
は
、「
徳
育
推
進
の
た
め
の

行
動
計
画
」
提
言
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

昨
年
　
月
に
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

11

　
こ
の
提
言
書
を
基
に
、
本
市
は
こ
と
し
2

月
に
「
徳
育
推
進
の
た
め
の
行
動
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
徳
育
を
「
規
範
意
識
、
生

命
の
尊
重
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
培
う
と

と
も
に
法
や
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
適
切
に
行

動
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
」
と
位
置

付
け
、
こ
と
し
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
6

29

年
間
で
家
庭
や
学
校
、
地
域
、
職
場
な
ど
の

単
位
で
取
り
組
み
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

を
対
象
と
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
に
、
徳
育

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
徳
育
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
定
着
し
て
い

く
よ
う
、
今
後
は
、
佐
世
保
市
徳
育
推
進
会

議
を
中
心
に
新
設
さ
れ
る
団
体
が
徳
育
の

推
進
母
体
と
な
り
、
運
営
を
本
市
が
支
援
す

る
方
針
で
す
。
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当日は、PTAから標語コンクール入選者や研究
発表校への表彰も行われました

2月5日（日）、市民の皆さんに徳育への理解を深めてもらうための「第2回 豊か
なこころづくりフォーラム」（第52回佐世保市PTA連合会研究大会と同時開催）
をアルカスSASEBOで開催し、小・中学生の保護者など約1,600人が参加しました。
【写真上・左から】暫感謝する心の大切さを発表する早岐小6年（当時）の岩田 有  生 

ゆう せい

君暫叱ってくれる大人のありがたさを発表する東明中2年（当時）の 肴 
さかな

 場 
ば

 渚 さん
なぎさ

暫親の目から見た徳育について意見を述べる三川内小PTAの岩永優子さん暫日
本とカナダの教育現場の違い、そこで感じた日本の良いところについて述べる早
岐中ALT（外国語指導助手）のウッドブリ・コリンさん　
※このほか、広田中PTAの小鳥居静香さん、佐世保市教育会宮支部長の横山春美さ
　んからも、地域や親の視点からの徳育をテーマに意見発表していただきました。

第2回  豊かなこころづくりフォーラム
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徳
育
が
市
民
運
動
と
し
て
浸
透
す
る
に

は
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
の
推
進
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
い
つ

で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
」
簡
単
に
徳
を

実
践
で
き
る
方
法
と
し
て
、「
 一
  徳
 運
動
」

い
つ
 と
く

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
一
徳
運
動
と
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
、

職
場
な
ど
で
あ
い
さ
つ
の
励
行
や
家
庭
で

の
お
手
伝
い
な
ど
の
目
標
を
一
つ
設
定
し

て
、
感
謝
や
思
い
や
り
の
心
を
具
体
的
な

行
動
と
し
て
実
践
し
て
い
く
運
動
で
す
。

　
今
回
は
、
佐
世
保
市
徳
育
推
進
会
議
の

委
員
を
務
め
、
教
育
の
現
場
で
一
徳
運
動

を
実
践
し
て
い
る
金
比
良
小
学
校
の
 百
  武
 

ひ
や
く
 た
け

信
一
郎
校
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
一
徳
運
動
を
試
行

　「
静
岡
県
の
 袋
  井
 市
で
一
徳
運
動
を
進
め

ふ
く
ろ
 い

て
い
る
と
知
り
、
佐
世
保
で
も
試
行
し
よ

一徳運動
いつでも、誰でも、どこでも
実践を通して徳を育む

感謝と思いやりの心を持ち、自分を律し、勇気を持って社会や 他人 のた
ひと

めに何かできる人―。本市は徳育によって目指すべき市民像をこう表現
します。このような市民像を実現するため、本市は「一徳運動」が市民
運動として広がるよう働き掛けていきます。

登校時間、金比良小学校の前に立つ百武校長に立ち止まってお辞儀をしながら「おはようございます」とあいさつする児童たち。
一人一人がきちんとあいさつするため、児童たちは順番に並びます。（2月29日撮影）
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う
と
始
め
ま
し
た
。
昨
年
、
後
期
の
始
業

式
で
子
ど
も
た
ち
に
『
何
か
1
つ
、
1
日
の

中
で
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
決
め
て

や
っ
て
み
よ
う
』
と
投
げ
掛
け
た
ん
で
す
。

わ
た
し
の
場
合
は
、
学
校
の
ト
イ
レ
を
出

る
時
は
ス
リ
ッ
パ
を
き
れ
い
に
並
べ
た
り
、

バ
ス
を
降
り
る
時
に
運
転
士
さ
ん
に
大
き

い
声
で
あ
り
が
と
う
、
と
声
を
掛
け
た
り

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
に
も
目
標
を
持
た
せ
る
こ
と

に
し
た
ん
で
す
」
。

　
子
ど
も
た
ち
が
立
て
た
目
標
は
、「
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
す
る
」
や
「
ご
み
が
落
ち
て
い

た
ら
拾
う
」「
元
気
が
な
い
友
人
が
い
た
ら

声
を
掛
け
る
」
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
カ
ー
ド

に
書
い
た
り
、
机
に
貼
っ
た
り
し
て
取
り

組
ん
だ
そ
う
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
な
り
の

発
想
で
考
え
、
実
践
し
て
い
く
。
学
校
単

位
、
ク
ラ
ス
単
位
で
一
つ
実
践
す
る
の
も

一
徳
運
動
だ
け
ど
、
一
人
一
人
で
決
め
て

行
う
の
も
一
徳
運
動
。
こ
の
形
で
、
こ
と

し
か
ら
本
格
的
に
一
徳
運
動
を
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

　
そ
し
て
、
金
比
良
小
学
校
で
毎
朝
見
ら

れ
る
「
お
辞
儀
あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て
も
話

を
伺
い
ま
し
た
。「
全
校
的
に
毎
日
や
っ
て

い
る
こ
と
と
し
て
、
わ
た
し
は
毎
朝
の
登

校
時
に
校
門
の
前
に
立
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
き
ち
ん
と
立
ち
止

ま
っ
て
一
礼
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
、

習
慣
化
さ
せ
て
い
ま
す
」
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
あ
い
さ
つ
に
日
本
ら
し
い
礼
儀
も
加

わ
り
、
学
校
に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
生

ま
れ
た
と
言
い
ま
す
。「
最
近
は
家
庭
で
も

お
辞
儀
の
仕
方
ま
で
は
あ
ま
り
教
え
な
い

よ
う
で
す
か
ら
、
礼
儀
を
指
導
す
る
場
が

で
き
た
の
は
良
い
こ
と
」
と
竹
内
 満
  美
 教

み
つ
 よ
し

頭
先
生
も
語
り
ま
す
。

一
徳
運
動
の
意
義

　「
礼
儀
正
し
い
雰
囲
気
、
他
人
を
気
遣
い

尊
重
す
る
空
気
を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
空
気
が
学
校

に
で
き
る
こ
と
で
初
め
て
徳
の
あ
る
子
ど

も
が
育
つ
、
と
い
う
の
が
わ
た
し
の
持
論

で
す
。
初
め
は
学
校
か
ら
、
地
域
か
ら
自

然
発
生
的
に
広
が
っ
て
佐
世
保
全
体
の
空

気
に
な
っ
て
い
く
。
誰
も
が
気
軽
に
で
き

る
シ
ン
プ
ル
な
取
り
組
み
で
、
そ
う
し
た

雰
囲
気
、
空
気
を
生
み
出
し
て
い
く
の
が

一
徳
運
動
の
意
義
だ
と
思
い
ま
す
」
。

　
そ
し
て
、
教
育
者
と
し
て
児
童
を
預
か

る
立
場
か
ら
こ
う
加
え
ま
す
。「
強
制
、
押

し
付
け
に
な
ら
な
い
か
、
と
の
意
見
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は

教
わ
ら
な
い
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
道

徳
心
は
放
っ
て
お
い
て
身
に
付
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
校
の
段
階
か
ら
正

し
い
事
と
は
何
な
の
か
、
礼
儀
と
は
何
な

の
か
、
き
ち
ん
と
教
え
て
か
ら
社
会
に
送

り
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
」
。

大
人
の
徳
育
の
必
要
性

　「
東
日
本
大
震
災
で
は
、
助
け
合
う
人
々

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
復
興
支
援
な
ど
が
報

道
さ
れ
、
日
本
人
に
相
互
扶
助
の
精
神
が

強
く
残
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
常
生
活
の
中
で
は
マ
ナ
ー
が
守

れ
な
い
人
、
他
人
に
気
遣
い
が
で
き
な
い

人
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
学

校
で
き
ち
ん
と
学
ん
で
も
、
年
を
経
る
ご

と
に
徳
を
忘
れ
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、

生
涯
を
通
じ
て
人
格
を
高
め
る
努
力
、
つ

ま
り
大
人
の
徳
育
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
」
。

（
取
材
日
・
2
月
　
日
）

24

　
今
後
、
本
市
で
は
一
徳
運
動
を
徳
育
推

進
の
大
き
な
柱
と
位
置
付
け
、
企
業
や
団

体
な
ど
へ
も
参
画
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

　
徳
育
推
進
が
市
民
運
動
と
し
て
発
展
す

る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
企
業
な
ど

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

話を伺った人
金比良小学校　百武信一郎校長

平成22年度に着任。「やさしく・かし
こく・たくましく」を学校教育目標に、
徳育のほかにもコミュニケーション
能力の育成や体験学習の充実など、
全校を挙げて特色ある学校づくりに
取り組んでいます。

市役所では、ことし2月から、各課で行動目標を設定して実践する
「一課一徳運動」を始めています。
この運動は市内の家庭、学校、地域や事業所などへ一徳運動の実
践をこれから呼び掛けていくに当たって、市が率先して取り組む
ことで、徳育推進への理解を深めてもらうために実施しています。
各課では「お客さまの立場に立った接遇」や「環境美化に積極的に
取り組む」などの目標を掲示するなど、大人が参加する徳育を実
践しています。

市役所で「一課一徳運動」を始めました

特集2　絆で結ばれた心豊かな社会を目指して　徳を育む

徳育推進
Topics
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※徳育への理解を深めてもらうための新シリーズ「徳育通信」を今月号から連載します。

一人ひとりが豊かな心を持ち、互いに絆を深め
あい、明るく住みよいまちになることは私たち
の願いです。
私たちは、
「とどけよう明るい笑顔  伝えよう感謝の心」を
合言葉に、全ての佐世保市民が、
「感謝と思いやりの心を持ち、自分を律し、勇気
を持って社会や 他人 のために何かできる人」と

ひと

なることを目指します。
ここに佐世保市は、「徳育推進のまちづくり」を
宣言します。
　平成24年4月1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐世保市

冗社会教育課　緯24-1111

徳育の目指すところ
　「徳育の復権」ということがしきりに語
られています。
　なぜ今、徳育なのでしょうか。わたした
ちが生きる現代日本は、人間関係が疎遠な
ものとなり、個人の欲望や利害が優先され
がちな、品格に欠けた寂しい社会になりつ
つあるのではないでしょうか。
　明るく良き社会とは、豊かな人間関係の
上に相互扶助の精神が発揮される、「絆」
のネットワークであるはずです。そして
真に良き社会は、個々の品格ある人間に
よって築かれるものなのです。
　徳育とはまさに、そうした品格ある人間

の 陶  冶 ・育成を目指すものにほかなりませ
とう や

ん。善悪の基準を明確にわきまえて、人と
して踏み行うべき徳目を目指し、相互に思
いやることができてこそ、品格のある人と
言うことができます。
　徳育はただ未来を担う子どもたちだけ
ではなく、現にこの社会を形成するすべて
の人の問題として求められているのです。
　佐世保市が全国に先駆けて、こうした徳
育の問題を市政の根幹に据えているのは、
まことに素晴らしいことです。品格ある
佐世保市の実現を、共に目指そうではあり
ませんか。

佐世保市徳育推進会議

（長崎国際大学人間社会学部長）
木村勝彦 会長

「徳育推進のまちづくり」宣言
　昨年11月、徳育の在り方を検討する諮問機関・佐
世保市徳育推進会議から提出された「徳育推進のた
めの行動計画」提言書において、「徳育推進のまちづ
くり」宣言の提案がありました。これを受け、本市で
は徳育の推進を広く市民の皆さんに知ってもらうた
め、ことし3月23日に議会において「徳育推進のまち
づくり」宣言の議決を受け、4月1日に開催する市制
施行110周年記念式典で宣言を行います。
　これをきっかけに皆さんと「人を思いやる心、優れ
た人格を養う」徳育を推進し、互いに絆を深め、一人
一人が生きる喜びを持てるようになることを願って
います。
　徳育については、すぐに成果が見えるものではな
く、長い時間を必要としますが、この佐世保をより明
るく、住みよいまちにするための運動として展開し
ていきますので、皆さんのご理解とご協力をお願い
します。

明るく住みよいまち
一人一人が生きる喜びを持てるまちづくりのために

特集2　絆で結ばれた心豊かな社会を目指して　徳を育む

1

徳育推進のまちづくり宣言
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第31回長串山つつじまつり
●時4月8日裳～5月6日裳　
　※4月14日賞～29日裳蕉の土・日曜、
　　祝日は夜間ライトアップ（18時30
　　分～20時30分、無料）
●場長串山公園
●料高校生以上500円、中学生以下無料、
　団体（15人以上）400円、障がい者250円
●問長串山公園　緯77-4111

春のスケッチ大会
●時4月22日裳9時～12時
　（雨天の場合は29日裳蕉）
●場中央公園噴水前広場集合
●内テーマ「春の公園」
●料無料
●対市内の小・中学生、幼児
※絵の具などの画材、画板を持参。画
　用紙は当日に配布します。
●問総合教育センター課　緯76-7330

第3回えぼしの時間だよ!!
●時4月29日裳蕉～5月6日裳9時～18時
　※木曜休園（5月3日詳蕉は開園）
●場えぼしスポーツの里
●内4月29日裳蕉・30日訟蒋有料施設一
　部無料開放、5月6日裳キャラクター
　ショーなど●料無料

●問えぼしスポーツの里　緯24-6669

みかわち焼はまぜん祭り
●時5月1日証～5日賞蕉●場三川内皿山一帯
●内焼き物の展示即売、オークションなど
●問同実行委員会（嘉久房窯・今村さん）
　緯30-8520

冷水岳春まつり
●時5月3日詳蕉8時～15時●場冷水岳公園
●内お魚つかみどり、水産加工品の販売、
　フリーマーケットなど
【フリーマーケット出店者募集】
4月13日象までに、申込書と出店料を
小佐々町観光協会に提出。
※食べ物の販売は各自で保健所の許可
　が必要。飲料の販売は不可。
●料1区画（2m×2m）1,000円
●問小佐々町観光協会　緯69-2562

第16回させぼわんぱくひろば
●時5月6日裳10時～15時
●場市体育文化館、新公園
●内昔あそび（こま回し、竹馬のり）、ス
　テージイベント、ミニSLなど
●対未就学児、小学校低学年児童
●問子ども支援課内・同実行委員会事務局
　緯24-1111

第45回佐世保市民展の公募と展示
（市制施行110周年記念）

市民による作品を募集、展示します。
出品申し込みと作品搬入は同時に行い
ます。
【募集】
●時5月13日裳13時～16時（書は10時～
　12時）
●場島瀬美術センター
●内日本画、洋画、書、彫塑工芸、写真、
　デザイン●料無料
※応募要項など詳しくはお尋ねを。
【展示】
●時5月16日詔～20日裳10時～17時30
　分（20日裳は16時まで）
●場島瀬美術センター●料無料
●問社会教育課　緯24-1111

佐世保日米親善音楽交流2012
（佐世保市民会館開館50周年・

市制施行110周年記念）
●時5月19日賞13時30分～15時45分
●場市民会館・大ホール
●内市内在住の日米青少年による音楽交
　流会
●料無料
●問市民会館　緯23-0267

●時4月14日賞～22日裳9時～17時
●場アートガーデン
●内わんわん大サーカス（4月14日賞、15日裳）、し
　つけワンポイントレッスン（4月14日賞）など
●料ペットフェスチケット
　18歳以上3,200円、中・高校生2,200円、4歳
　～小学生1,200円（ハウステンボス入場料、
　ペット入場料込み・何頭でも入場可）。

 I  
アイ

 而  ペット 
ラブ

 FES 
フエス

ハウステンボスイベント情報   総合ナビダイヤル 緯0570-064-110

●時4月28日賞オープン（予定）
●場スリラー・ファンタジー・ミュージアム
●内タブレット端末を持って、暗闇でゾンビの研究所
　を調査するウォークスルー型アトラクション
●料600円（とくとくチケット、ファミリエ会員は
　300円）（予定）

デジタルホラーアトラクション
サバイバー・フロム・ザ・ゾンビラボ

●時5月26日賞18時30分開演●場中ホール
●料全席指定3,000円
【イタリア写真展も開催します】
●時5月7日訟～11日象●場交流スクエア
●問アルカスSASEBO　緯42-1111

よみがえるカンツォーネライブ
「トゥレンタ　コルデ」

1960年代に日本で大流
行したイタリアのカン
ツォーネ「オーソレミ
オ」「ケサラ」など、懐
かしい曲の数々をイタ
リア・トスカーナのア
コースティックギター
デュオでお届けします。
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西海パールシーリゾート 〒858-0922 鹿子前町1008　緯28-4187  「海きらら」 開館=9時～18時、市民料金=4歳～中学生500円、高校生以上990円
九十九島ビジターセンター　〒858-0922 鹿子前町1053-2　緯28-7919　FAX28-7351　開館＝9時～18時（入館無料）
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九十九島ボランティアガイドの募集
西海パールシーリゾートを訪れた人に九十九島の魅力
を伝えるボランティア（無報酬）のガイドです。
●対18歳以上で生き物や自然に興味があり、月1回2時
　間程度活動できる人（都合の良い日時で結構です）
●定20人（応募多数の場合は抽選）
●申住所、氏名、年齢、性別、電話番号を書いて、はが
　きかファクスで九十九島ビジターセンター「九十九
　島ボランティアガイド事務局」へ
●〆4月1日裳～22日裳必着　
※5月13日裳～7月8日裳の毎週日曜に研修を行います。

カヤックで行く長尾半島 ～親子の絆を深めよう！～
西海国立公園を海と陸から感じる特別企画です！
●時5月19日賞10時30分～15時30分　※昼食の持参を。
●対小学3年生以上の子どもと保護者2人1組
●定8組16人（応募多数の場合は抽選）●料1組2,500円
●申2人の氏名（振り仮名）、年齢、性
　別、保護者の住所・電話番号を書
　いて、はがきかファクスで九十九
　島ビジターセンター「5月19日カ
　ヤック」係へ
●〆5月7日訟必着

特別企画「朝きらら」

ゴールデンウイーク特別企画として、
開館前の九十九島水族館「海きらら」
を見学できる「朝きらら」を開催。
バックヤードツアーやイルカの朝の
健康チェック、クラゲの朝ごはんの
様子を見学できます。真珠の玉出し
体験と南九十九島海域を船で巡るエ
コツアーも一緒に楽しめます。
●時4月28日賞、29日裳蕉、30日訟蒋、
　5月3日詳蕉、4日象蕉、5日賞蕉、　
　6日裳8時～10時
●対4歳以上（小学生以下は保護者同伴）
●定各日40人
●料高校生以上3,500円、中学生2,900
　円、小学生2,100円、幼児1,300円
●申電話かEメール（sps-1@pearlsea.jp）
　で西海パールシーリゾートへ

シーカヤック体験
●時4月28日賞、29日裳蕉、30日訟蒋、
　5月3日詳蕉、4日象蕉、5日賞蕉、　
　6日裳11時から15時30分まで受け

　付け（所要時間は約60分間）　※4
　月～10月の日曜・祝日にも実施。
●内簡単な操作指導を受けた後、パー
　ルシーのマリーナで体験
●料1人乗り500円、2人乗り1,000円

無人島上陸とエサやり体験
クルーズ

●時4月28日賞、29日裳蕉、30日訟蒋、
　5月3日詳蕉、4日象蕉、5日賞蕉、　
　6日裳10時30分、13時、15時30分
　（所要時間は約60分間）　※4月～
　10月の日曜・祝日にも実施。
●内家族連れに大人気のクルーズ。ガ
　イドと一緒に磯観察などの探検や、
　マダイの養殖イカダで餌やり体験
●料中学生以上2,000円、小学生以下　
　1,000円●定各回10人

海賊船「海王」の冒険クルーズ
●時4月28日賞、29日裳蕉、30日訟蒋、
　5月3日詳蕉、4日象蕉、5日賞蕉、　
　6日裳10時30分、11時30分、13時

　30分、14時30分、15時30分（所要
　時間は約50分間）
●料中学生以上1,200円、小学生以下600
　円（大人1人につき未就学児1人無料）

九十九島遊覧船「パールクィーン」
サンセットクルーズ

●時4月28日賞、29日裳蕉、30日訟蒋、
　5月3日詳蕉、4日象蕉、5日賞蕉、　
　6日裳18時（所要時間は約1時間）
●料中学生以上1,200円、小学生以下600
　円（大人1人につき未就学児1人無料）

4月1日裳以降は次のとおり変更し
ますので、ご協力をお願いします。
【3月31日賞まで】
　館内の発券カウンターで「市民
　優待券」を提示
【4月1日裳以降】
　館内の発券カウンターで、佐世
　保市民であることを証明できる
　「顔写真付きの身分証明書」（運
　転免許証、学生証など）を提示。
　1人ずつ確認が必要になります。
【市民料金】
　高校生以上990円（通常1,400円）
　4歳～中学生500円（通常700円）

「海きらら」市民料金での
入館手続きを変更します

ヒツジの毛刈り

職員がヒツジの解説を交えながら毛
を刈ります。見学者の中から抽選で
10人が毛刈りを体験できます。
●時4月22日裳13時30分～14時
●料無料
●申毛刈り体験は当日会場で受け付け

希少植物と野鳥の写真・はく製展
国内、県内で絶滅が危惧される植物と
野鳥の写真、はく製を展示します。
●時4月28日賞～5月20日裳

初夏の寄せ植えつくり講習会
涼しさを誘う寄せ植えを作ります。
●時5月6日裳10時30分～12時
●料2,500円（付き添いの人も参加料が
　必要）
●定30人
●申4月30日訟蒋までに電話で同園へ
※園芸用手袋（軍手も可）の持参を。
※いずれのイベントも入園料が必要です。

工事に伴う施設利用の制限
3月からペンギン舎の施設整備工事に
伴い、園内の一部を見ることができま
せん。また芝生広場の約半分が利用
できません。入園者の皆さんにはご
迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協
力をお願いします。来年4月には日本
最大級の天井水槽やふれあいデッキ
を備えた新ペンギン舎がオープンす
る予定です。どうぞお楽しみに！

プラネタリウム
【平日の開館日】
●内15時：銀河鉄道の夜、16時：季節の星座 
【土曜】
●内10時・11時：学習投映、13時：ポ
　ケットモンスター ベストウィッシュ、
　15時：銀河鉄道の夜、16時：季節
　の星座
【日曜、4月30日訟蒋、5月5日賞蕉】
●内10時、13時：ポケットモンスター
　ベストウィッシュ、11時、15時：銀
　河鉄道の夜、16時：季節の星座
●料高校生以上300円、中学生以下150
　円　※市民は学習投映が無料。

天体観望会
●時①4月14日賞19時～21時
　②4月28日賞19時～21時
●内①金星、土星、火星、冬・春の星座
　②月、金星、土星、火星、春の星座
●料無料●定50人●申電話で同館へ
※中学生以下は保護者同伴。

日食メガネを作ろう！
5月21日訟の金環日食（本市では部分
日食）の観察に使える「日食メガネ」を
作ります。（科学技術週間参加事業）
●時4月22日裳午前の部：9時～11時、午
　後の部：13時～15時（どちらかに参加）
●対小・中学生の市民●料無料●定各32人
※学校で配布するチラシで確認を。

こどもの日 GO!GO! 工作教室
●時5月5日賞蕉9時30分～16時
※学校で配布するチラシで確認を。

少年科学教室の教室生を募集
●対小・中学生の市民
※学校で配布するチラシで確認を。

ブックスタートボランティア募集
本市では生後10カ月児の赤ちゃんと
保護者にブックスタートパック（絵本、
図書バッグ、お薦め絵本リストなど）
を手渡ししています。この事業をボ
ランティア（無報酬）で手伝っていた
だける人を募集しています。
●時6月～来年3月の金曜10時～12時
●場中央保健福祉センター（第1,2,3金曜）、
　東部保健福祉センター（第4金曜）
●申図書館児童室に設置している申込
　書に記入し同館へ（ファクス可）。申
　込書は図書館ホームページにも掲載
●〆5月8日証
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希望
鎌田實・佐藤真紀 著（東京書籍）

写真とエッセイで主に東日本大震災
について読みやすく書かれています。
震災から1年が過ぎましたが、依然と
して厳しい状況にある被災地につい
て、改めて考えさせられる1冊です。

もし富士山が噴火したら
鎌田 浩 

ひろ

 毅 ・高世えり子 著（東洋経済新報社）
き

緊急時には正しい知識と行動が大切
です。火山の知識と自分の身を守る
方法が、マンガを交えて楽しく学べ
る1冊です。

今月のおすすめ図書

〒857-1231 船越町2172　緯28-0011
開園時間=9時～17時15分
入園料＝高校生以上400円、小・中学生100円
　　　　（未就学児は無料）
※70歳以上の市内在住者は入園時に公的証
　明書を提示すると無料。

〒857-0026　宮地町3-4　
緯22-5618　FAX22-9535
開館時間=10時～18時（木・金曜は一般室、
講座室は20時まで）
休館日＝月曜、祝日（月曜の場合は翌日も）、
月末（月曜の場合は前日も）

〒857-0031　
保立町12-31（市総合教育センター内）
緯23-1517　※駐車場あり。
開館時間=9時～17時　
休館日＝火曜、祝日（5月5日賞蕉は開館）
　　　　※4月29日裳は祝日のため休館。
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佐世保市住宅リフォーム緊急支援事業

本市では市内経済の活性化を目的として、住宅リフォー
ムに関する補助事業を実施しています。詳しくはお尋
ねください。
助 成 額　工事額の10％（上限10万円）
募集期間　来年2月28日詳まで　※予算額に達した時点
　　　　　で終了。
対 象 者　リフォームを行う住宅（住宅の所有者が本人
　　　　　または2親等以内の親族）に居住している人
　　　　　※1対象者につき年度内の助成は1回限り。
　　　　　※国、県、市などが実施する類似の住宅リ　
　　　　　　フォーム関連支援事業との併用はできま
　　　　　　せん。住宅エコポイントとの併用は可。
対象住宅　①一戸建ての住宅（店舗などと併用する場合
　　　　　　は居住部分だけ）

　　　　　②マンションなどの共同住宅（専有部分だけ。
　　　　　　賃貸住宅は対象外）
対象工事　次の両方に該当し、着工前に申請されるもの
　　　　　①居住部分にかかる税込み20万円以上のリ
　　　　　　フォーム工事で、市内に事業所がある事業
　　　　　　者が施工するもの
　　　　　②来年3月25日訟までに実績報告書（工事完
　　　　　　了報告書）の提出が可能なもの
対象経費　①リフォームに要する費用（太陽光発電設備、
　　　　　　給湯設備などを含む）
　　　　　②家庭用電化製品の設置に伴う工事（工事部
　　　　　　分だけが対象）
　　　　　※造園工事、門扉・駐車場・外構工事など居
　　　　　　住部分とみなされない部分は対象外。

冗産業振興課　緯24-1111
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九十九島債は、市民の皆さんに積極的にまちづくり
へ参加していただくことを目的としています。今回
購入された九十九島債は、九十九島動植物園の再整
備や防災行政無線の整備などのための資金に活用し
ます。皆さんの購入をお待ちしています。
銘　　柄　平成24年度第1回佐世保市公募公債
　　　　　（愛称：第5回九十九島債）
発行金額　6億円
募集期間　4月13日象～20日象
発 行 日　4月27日象
償 還 日　平成29年4月27日詳　5年満期一括償還
募集価格　100円（額面金額100円につき100円）
利子支払い　年2回（4月30日、10月30日）　
　　　　　　※銀行が休業日の場合は前営業日。
利率決定日　4月6日象予定（利率決定日直前の5年物
　　　　　　国債利率を参考に決定）
購入できる人　①市内に在住か勤務している人
　　　　　　　②市内に営業拠点などがある法人・団体
購入可能額　10万円～200万円（1万円単位で購入可）
申込方法　親和銀行、十八銀行の市内各本・支店、出
　　　　　張所窓口で先着順に受け付け　
　　　　　※親和銀行で4億円、十八銀行で2億円に
　　　　　　達した時点で募集終了。

冗財政課　緯24-1111

第5回九十九島債の購入者募集 市民協働推進委員会の委員を募集

本市では「市民協働推進計画」に基づき、安心して暮ら
し続けられるまちづくりを実現するため、市民と行政
が対等なパートナーとして取り組む「市民協働による
まちづくり」を進めています。計画を効果的に実施で
きるように検討する委員会の市民委員を募集します。
対　　象　18歳以上で市内に在住、通勤、通学する人
募集人数　4人程度
活動内容　市民協働に関する事業の 進  捗 状況確認や

しん ちよく

　　　　　評価、推進策の検討など
会　　議　年8回程度（19時から約2時間）
任　　期　6月から2年間（予定）
報　　酬　会議1回につき8,800円
応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、「市民協働
　　　　　によるまちづくりについて思うこと」（800
　　　　　字程度）を添えて、市民協働推進室に持参
　　　　　・郵送・Eメールで提出
　　　　　暫郵送　　 〒857-8585（住所不要）
　　　　　暫Eメール　kyodou@city.sasebo.lg.jp
　　　　　※応募用紙は市民協働推進室、させぼ市民
　　　　　　活動交流プラザで配布。市ホームペー
　　　　　　ジにも掲載。
募集期間　4月2日訟～27日象必着
選考方法　選考委員会で選考

冗市民協働推進室　緯24-1111
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7月9日訟から外国人住民の住民基本台帳制度が始ま
ります。外国人登録制度から住民基本台帳制度への
円滑な移行を図るため、本市では、現在の外国人登
録原票の記載を基に「仮住民票」を作成し、その内容
を本人に送付します。仮住民票記載事項通知書が届
いたら内容を確認し、実情と異なる場合は市役所の
外国人登録窓口で手続きをしてください。
仮住民票の作成対象者　
　次の①②を両方とも満たす外国人住民
　①佐世保市の外国人登録原票に記載されている人
　②施行日（7月9日訟）において、次に該当すると見
　　込まれる人
　　暫中長期在留者（適法に3カ月を超えて日本国内
　　　に在留する外国人）
　　暫特別永住者
　　暫一時庇護許可者または仮滞在許可者
　　暫出生による経過滞在者または国籍喪失による
　　　経過滞在者

冗戸籍住民課　緯24-1111

外国人住民に「仮住民票記載事項通知書」を送付

本市では、市制施行110周年を記念して「佐世保市
PRバッジ」を製作しました。多くの市民に着けてい
ただき、佐世保への愛着をより深めていただくとと
もに、市外へ出掛けるときや市外の人と交流すると
きなどに佐世保をPRするきっかけづくりにしてい
ただきたいと思います。市民の皆さん、ぜひご活用
ください。
受付日時　4月2日訟以降の平日8時30分～17時15分
受付場所　秘書課（佐世保市役所・5階）
実費価格　200円

冗秘書課　緯24-1111

佐世保市PRバッジの実費頒布を開始

本市では、NPO法人やボランティア団体などの市民
公益活動団体が、団体の活動を活性化させる目的で
研修などにメンバーを派遣する場合、その費用の一
部を補助します。
対象経費　旅費、宿泊費、受講料
補 助 額　補助対象経費の2分の1以内（1人当たり上
　　　　　限5万円、1団体当たり年間2人まで）
※条件など詳しくはお尋ねください。募集要項は市
　ホームページ、させぼNPO・ボランティア支援　
　ネットにも掲載しています。
※本補助制度は本年度をもって終了します。

冗市民協働推進室　緯24-1111

市民公益活動団体の人材育成を支援 平成25年成人式典の検討委員を募集

検討会で式典を企画し、式典当日はスタッフ（総合司
会、会場アナウンスなど）として運営を行います。
対　　象　平日夜間の検討会（5回程度）に出席でき
　　　　　る市内在住者で、①平成25年の式典対象
　　　　　者（平成4年4月2日～同5年4月1日生まれ）
　　　　　②平成26年の式典対象者（平成5年4月2
　　　　　日～同6年4月1日生まれ）
　　　　　※平成25年、26年の式典対象者が協力し
　　　　　　て式典を企画・運営します。
　　　　　※②は平成26年式典の検討委員も務めます。
募集人数　①3人②4人
応募方法　「成人式典検討委員希望」と明記し、住所、
　　　　　氏名（振り仮名）、生年月日、性別、職場
　　　　　または学校名と学年、電話番号を書いて、
　　　　　郵送・ファクス・Eメールで社会教育課へ
　　　　　暫郵送　　　〒857-8585（住所不要）
　　　　　暫ファクス　25-9682
　　　　　暫Eメール　 syakai@city.sasebo.lg.jp
締め切り　6月15日象　※郵送は消印有効。

冗社会教育課　緯24-1111

佐世保市ＰＲバッジ
九十九島の夕映えに市制を施
行した「1902」年の数字を刻み、
佐世保の海を表すコバルトブ
ルーの中に「SASEBO」を記し、
「キラっ 都 させぼ」のイメージ

と

からゴールドの盾をアレンジ
したデザインです。

市民協働PRキャラクター しーちゃん・みんちゃんの
公式ツイッターはこちらから子@shi_min_kyodou

 し
ー
ち
ゃ
ん

 み
ん
ち
ゃ
ん

暫

暫



葛

葛

葛

▼

葛

葛

葛
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春季ポリオ予防接種の日程

冗健康づくり課　緯24-1111

春季ポリオ予防接種日程表

ところと　き

市民会館4月12日詳

総合グラウンド陸上競技場
ミーティングルーム4月13日象

北地区公民館4月16日訟

広田地区公民館4月17日証

宮地区公民館4月18日詔

吉井地区生涯学習センター4月19日詳

江上地区公民館4月20日象

中部地区公民館4月23日訟

東部住民センター（早岐支所横）4月24日証

黒髪2-2公会堂4月25日詔

山澄地区公民館4月26日詳

市民会館4月27日象

東部保健福祉センター（エコスパ佐世保横）5月27日訟

針尾地区公民館5月28日証

鹿町地区生涯学習センター5月29日詔

南地区公民館5月10日詳

黒島診療所5月10日詳

日野本町公民館5月11日象

対象年齢　生後3カ月～90カ月（7歳6カ月）になるまで

　　　　　※望ましい接種年齢は生後3カ月～18カ月

　　　　　　（1歳6カ月）。

回　　数　2回（間隔を41日以上空ける）

接種時間　13時～13時30分　

　　　　　※黒島・宇久地区は14時～14時30分。

持参するもの　母子健康手帳

注意事項　

①BCG接種をしていない場合は、BCG接種を優先して

　受けてください。

②ひどい下痢をしているとワクチンの効果が弱まるの

　で、接種を延期してください。

③接種日当日の午前中に体温を測ってから会場へお越

　しください。

④ポリオ接種後に別の予防接種を受ける場合は、ポリオ

　を接種した日の翌日から起算して27日以上間隔を空

　けてください。

⑤厚生労働省の調査で、昭和50年から52年に生まれた

　人はポリオの免疫を保有している人がほかの年齢層

　に比べて少ないことが分かっています。ポリオに感

　染する恐れのある国へ渡航する人や、身近にポリオワ

　クチンを接種する子どもがいる人は、下記の日程で、

　無料で接種できます（要予約）。

⑥各会場とも駐車場に限りがありますので、なるべく公

　共交通機関をご利用ください。

⑦生ワクチンによる接種となります。（ことし2月10日時

　点で不活化ワクチンの導入時期などの詳細は決定し

　ていません）

ところと　き

広田地区公民館5月14日訟

世知原行政センター健康館5月15日証

九十九地区公民館5月16日詔

江迎地区生涯学習センター5月17日詳

西地区公民館5月18日象

十郎新町中央集会所5月21日訟

柚木地区公民館5月22日証

花高体育室5月23日詔

市民会館5月24日詳

中里皆瀬地区公民館5月25日象

小佐々行政センター5月28日訟

総合グラウンド陸上競技場
ミーティングルーム5月29日証

愛宕地区公民館5月30日詔

山祇公民館（山澄地区公民館とは異なります）5月31日詳

大野地区公民館6月21日象

東部保健福祉センター（エコスパ佐世保横）6月24日訟

三川内地区公民館6月25日証
※宇久地区は別途お知らせします。
※夏季ポリオ予防接種の日程は本紙7月号で掲載予定。

▼
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【コンビニ納付に関する問い合わせ】
◎市税（市県民税・固定資産税・軽自動車税）葛納税課 緯24-1111
◎国民健康保険税葛保険料課 緯24-1111
◎水道料金葛水道局営業課 緯24-1151

市税などの「コンビニ納付」をご利用ください!
本市では「市県民税」「固定資産税」「国民健康保険税」の納付が、平成24年度から、これ
までの金融機関等に加えて、全国のコンビニエンスストア（コンビニ）でできるようになり
ました。曜日や時間を気にせず納付することができますので、ぜひご利用いただき、納期
内納付にご協力をお願いします。手数料は掛かりません。

▼

市税の
納付も
どうぞ！

「バーコード」や「納期限」などを確認してください！

「
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
付
書

兼
領
収
済
通
知
書
」（
見
本
）

コンビニ納付の開始時期

※軽自動車税、水道料金はすでに利用できます。
※介護保険料などコンビニ納付ができないものもあります　
　のでご注意ください。

葛

葛

葛

4月ごろに届く
納付書から

6月ごろに届く
納付書から

6月ごろに届く
納付書から

固定資産税

国民健康保険税
（普通徴収）

市県民税
（普通徴収）

納期限

税目
納期

バーコード

◎コンビニ納付ができる納付書には、バーコードが印刷されています。
◎納期限が過ぎると、コンビニでの納付はできません。
◎納付書は納期ごとに切り離されていますので、税目や納期をよく確認してください。
◎コンビニ納付後、すぐに納税に関する証明が必要な場合は「領収書」を持参して、 
　市民税課か各支所・行政センターで（水道料金は水道局で）手続きしてください。

コンビニ納付ができるコンビニ
セブン-イレブン、ローソン、ファミリーマート、
サークルK、サンクス、ミニストップ、デイリーヤマ
ザキ、ヤマザキデイリーストア　など
※その他の店舗は納付書裏面をご覧ください。

▼



煙

作り方
虚

許 虚

距許

鋸

材料・4人分

生産量日本一の九十九島いりこをアジ・カツオ・
昆布と合わせた、うま味たっぷりのぽん酢と、秘
伝のたれに漬け込んだじゃん辛いりこをセットで。

提供　佐世保市水産振興協議会
製造・販売　藤翔（小佐々町楠泊1927-2  緯69-3301）

市民の皆さんからのお便り、市政への質問などをご紹介します。
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問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

煙はがき　〒857-8585（住所不要）
　　　　　  佐世保市役所秘書課広報係あて

煙Eメール    hishok@city.sasebo.lg.jp
　　　　　（携帯電話からも可）

3月号の答え　①診断　②ツイッター　③和牛
2月号の応募状況　240通（正解223通・不正解16通・無効1通）

応募方法

　「はがき」または「Eメール」に、虚答え許住所距氏名
　鋸年齢漁電話番号禦広報紙へのご意見を書いて、4月
　23日（月）までに（消印有効）広報係へお送りください。
※応募は1人1通。全問正解者の中から抽選します。紙
　面の都合上、発表は発送をもって代えさせていただき
　ます。

○○とは、「道徳心のある、情操豊かな人間性を養
うための教育」と解されています。

本市では「市民協働推進計画」に基づき、安心して
暮らし続けられるまちづくりを実現するため、市
民と行政が対等なパートナーとして取り組む「市
民○○によるまちづくり」を進めています。

本市では、3月中旬から試験的な取り組みとして、
災害時要援護者などを対象に「救急医療情報○○
○」を配布しています。

地元で仕事を探しているのですが、相談すると
ころはありますか？
市内には、国や県が主体となって設置している
相談所があります。お気軽にご利用ください。
職業紹介

暫ハローワーク佐世保
　稲荷町2-30　緯34-8609（土曜は職業紹介だけ）
　平日8:30～17:15、土曜10:00～17:00
　職業紹介、情報提供、就職相談、職業訓練・住宅・
　生活資金に関する相談など
暫ハローワークプラザ佐世保
　松浦町2-28  JAながさき西海会館3階　緯24-0810
　平日8:30～17:00
　パート・アルバイトなどの短時間就労者や母子家
　庭、子育て中の女性などを対象とした職業紹介など
就職相談

暫フレッシュワーク佐世保
　松浦町2-21  九十九島ビル6階　緯24-7431

　平日10:00～18:00、土曜13:00～17:00
　おおむね39歳以下の求職者を対象としたカウンセ
　リング、各種セミナー、就職後の各種相談など
暫長崎県再就職支援センター
　松浦町2-21  九十九島ビル6階　緯24-1090
　平日10:00～18:00
　おおむね40歳以上の求職者を対象としたカウンセ
　リング、各種セミナー、就職後の各種相談など
暫長崎県北地域障害者就業・生活支援センター
　北松浦郡佐々町松瀬免109-2　緯62-3844
　平日9:00～17:00
　就業面、生活面での一体的な支援
自立・就労支援

暫若者サポートステーション佐世保
　八幡町6-2  長崎県合同ビル4階　緯22-5090
　平日10:00～16:00
　39歳までの若年無業者を対象としたカウンセリン
　グ、就職支援など

4月号プレゼント「九十九島いりこ商品」

セットで
5人に！

いりこ屋さんの

「旨だしぽん酢」（220朱・580円）
「じゃん辛いりこ」（120守・680円）

※市政広報テレビ番組「みんなでつくるキラっ都させぼ」　2月放送分の答え=B・応募数=127通21　広報させぼ 2012.4

すり身ピザ

煙1人分の栄養価　熱量169kcal、タンパク質10.5g、脂質7.6g、塩分1.4g

考えていただいた人

吉武菜央さん（長崎国際大学1年・当時）

「え？魚のすり身？」という驚きがあり
ます。魚嫌いの人も食べることができ
ると思います。簡単にできるので、お
やつやおつまみにも最適です。

平成23年度
ヘルシークッキングコンテスト
「お手軽朝ごはん部門」優秀賞

作り方
虚玉ネギをみじん切りにする。
許すり身（白）、ピザソース、虚を混ぜ合わせる。
距許をサンドイッチ用パンに薄く塗り、とろけるチー
　ズを乗せて180寿のオーブンで7～8分焼く（オーブン
　トースターなら3～4分）。
鋸焼き上がったピザに、小ネギを小口切りにして散らす。

材料・4人分
すり身（白）
玉ネギ
サンドイッチ用パン
ピザソース
とろけるチーズ
小ネギ

120g
1/4個
6枚
大さじ1
4枚
2本
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漁師さんに教わったマテガイのゆで方
虚鍋にお湯を沸騰させて塩を少し入れる
許マテガイを入れる
距殻と身が離れたら一度鍋からあげる
鋸ゆでたお湯で身を洗う
うま味を逃がさないゆで方で、針尾瀬戸の
春の味をお楽しみください。

4

煙 煙



●

● ●
●
●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

● ●
●

●

●

定です。第1期分は5月1日証までに納
入を。納税証明書の発行は4月16日訟
から、その他の固定資産税の税証明は
4月2日訟から発行します。火災で固
定資産に被害（価格の2割以上の損傷）
を受けたときなどには減免できる場
合があります。詳しくはお尋ねを。
●問市民税課（税証明）、資産税課（減免）

敬老パス・福祉パスの手続き
【更新】
誕生日を迎える月に、本人がパス券
（福祉パスは身障・療育・精神手帳も）
を市営・西肥バスの指定窓口に持参し
て手続きしてください
【新規・紛失】
本人が印鑑（福祉パスは手帳も）を
持って担当課、各支所（敬老パスだけ）・
行政センターで手続きしてください
※敬老パスの新規の受け付けは75歳
　の誕生日以降です。
※紛失は再発行時に手数料が必要。
●問健康づくり課（敬老パス）
●問障がい福祉課（福祉パス）

春の全国交通安全運動
本市では運動期間中に飲酒運転根絶
街頭キャンペーンや交通事故防止車
両パレード、交通少年団の高齢者宅訪
問などの活動を行い、市民の皆さんの
交通安全意識の向上に努めます。
●時4月6日象～15日裳
スローガン「いそいでも かならずかく
にん みぎひだり」試運動の重点＝子ど
もと高齢者の交通事故防止、自転車の
安全利用の推進、飲酒運転の根絶など
●問交通安全・防犯推進室

出張女性相談室
●時4月7日賞、21日賞9～16時●場スピカ
●内女性の悩みや相談に女性相談員が
　応じます（相談無料、秘密厳守）

※市役所でも相談に応じています（平
　日8時30分～17時15分）。
●問人権男女共同参画課
　緯24-6180（予約・相談専用）
　緯23-3828（当日連絡用）

人権擁護委員にご相談を
1月1日付けで法務大臣から委嘱され、
人権問題の相談に応じたり、人権啓発
活動を行ったりします。相談は無料
で、秘密は厳守です。気軽に相談を。
試江口たつ子（小佐々町田原）、高平保
子（小佐々町矢岳）
●問長崎地方法務局佐世保支局総務課
　緯24-4850

農業振興地域整備計画の全体見直し
農業振興地域整備に関する法律に基
づき実施します。対象者は見直しの
必要性について審査しますので、事
前に農業畜産課へご連絡ください。
●対次のいずれかに該当する人
　①農業振興地域内に農地を所有し
　　ている人で、新たに農用地区域
　　への編入を希望する人
　②現在、農用地区域に山林や道路、

　　建物があり農用地区域からの除
　　外を希望する人
　③約2年以内に農用地等以外の用途
　　への転用を予定している人
●申7月31日証までに申請書を農業畜
　産課へ提出　
※農用地区域は同課、各支所・行政セ
　ンターにある図面で確認を。
※全体見直しの期間中や見直しの終
　了後（平成25年3月末予定）約1年間は
　原則、変更できませんのでご注意を。
●問農業畜産課

公園のリニューアル
大岳台第三公園（大岳台町）、佐世保公
園（平瀬町）、烏帽子スポーツの里をリ
ニューアルしました。どうぞご利用
ください。

●問公園緑地課

市役所・中央保健福祉センターの各課へは、緯24-1111（代表）からおつなぎします。
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光化学オキシダント注意報にご用心を

　光化学オキシダントは、大気中の汚
染物質に太陽の光が作用することで発
生する刺激性の物質で、「光化学スモッ
グ」とも言います。近年では大陸から
の大気汚染の影響や上空からのオゾン
降下も要因であると考えられています。
　市内ではここ数年、春先から秋ごろ
にかけて光化学オキシダントの濃度が
高くなる傾向があり、人によっては目
やのどに刺激を感じる場合があります。
県から光化学オキシダント注意報が発

令された場合、本市ではテレビやラジ
オ、市ホームページでお知らせします。

目やのどに刺激を感じたら
目がチカチカしたり、のどが痛くなっ
たりしたら、きれいな水で洗眼やうが
いをし、屋外での激しい運動を控えて
室内で休んでください。
※症状が治まらない場合や呼吸困難な
　どの症状が出たら、速やかに医療機
　関を受診してください。

佐
世
保
公
園

●問環境保全課　緯26-1787

祝日の燃やせるごみの収集
4月30日訟（振替休日）＝収集します
5月3日詳（憲法記念日）、4日象（みどりの
日）、5日賞（こどもの日）＝収集しません
●問廃棄物減量推進課　緯32-2428

市民会館の予約会の変更
5月1日証が休館日のため変更します。
●時5月2日詔9時●場市民会館集会室E
●対来年5月予約分
●問市民会館　緯23-0267

4月から新たに森林所有者に
なった人の届け出制度が開始
昨年4月の森林法改正に伴い、ことし4
月以降に森林の土地の所有者になっ
た人は、所有者になった日から90日以
内に市町村長へ届け出ることが義務
付けられています。詳しい内容や様
式は市ホームページでご確認を。
●対個人や法人で、売買や相続などに
　より森林の土地を新たに所有した
　人（面積に関わらず）
●問農林整備課

ゴールデンウイーク限定！市営
バス一日乗車券で全線乗り放題
駅前バスセンター、島瀬定期券売り場、
黒髪営業所、矢峰営業所、バス車内で
販売しています。ご利用ください。
●時4月28日賞～5月6日裳
●料中学生以上500円、小学生以下250円
●問交通局業務課　緯25-5111

市営バスのバス停の名称を変更
お間違えのないようにご注意ください。
●時4月13日象から
●内「石岳動植物園前」子「動植物園前」
　「花園中学校前」子「花園町」
　「保育園下」（天神町）子「天神中部」

　「パールシーリゾート入口」子「鹿
　子前大芝生広場前」
●問交通局業務課　緯25-5111

外来診療でも
「限度額適用認定証」が使えます
4月1日裳から国民健康保険の「限度額
適用認定証」の適用範囲が広がり、外
来診療分も窓口での支払いが自己負
担限度額分までになります。認定証
の申請は市役所、各支所・行政セン
ターで受け付けています。
●問医療保険課

国民年金保険料の額を変更
平成24年4月分からの国民年金保険料
の額は、15,020円（3月分までの額）か
ら14,980円に変わります。日本年金
機構から4月上旬に送付される「国民
年金保険料納付案内書」に沿って金融
機関・郵便局・コンビニの窓口で納期
内に納めてください。口座振替の申
請をしている人には「国民年金保険料
口座振替額通知書」が送付されますの
で、記載されている振替日や振替額を
確認してください。詳しくはお尋ねを。
●問佐世保年金事務所　緯34-1189

国保の変更届は14日以内に
国保への加入手続きが遅れると、さか
のぼって国保税を納めることになり
ます。ほかの健康保険に加入してい
ても、国保をやめる手続きをしないと
国保税が引き続き請求されます。世
帯主が医療保険課、各支所・行政セン
ターで手続きを　※国保をやめると
きは、必ず保険証を返還してください。
●問医療保険課

退職者医療制度
会社などを定年退職して国民健康保
険に加入する人は、64歳までこの制度

で医療を受けられます（条件あり）。
年金証書を受け取ってから14日以内
に、医療保険課、各支所・行政セン
ターで手続きしてください。
●問医療保険課

障害基礎年金の相談（予約制）
国民年金の障害基礎年金に関する相
談を4月から予約制にします。
●場医療保険課
●対初診日において国民年金第1号被保
　険者か、初診日が20歳前で相談を
　希望する人（厚生年金・共済年金加
　入者を除く）
　※初診日が分からない人は、佐世
　　保年金事務所（緯34-1189）にご
　　相談ください。
●申事前に電話で医療保険課へ●料無料
●問医療保険課

平成24年度の国保税・介護保険
料・後期高齢者医療保険の徴収
4、6、8月に年金から徴収する金額は、
前年度の保険税・料を基に算定します。
昨年度から引き続き徴収される人は、
2月と同じ金額を年金から徴収します。
10月からの保険税・料は年間保険税・
料額が決定する6月（後期高齢者医療
保険料は7月）に通知します。
●問保険料課

固定資産税路線価マップを掲載
市民の皆さんに土地の評価に対する
理解を深めていただくため、評価額の
基礎となる路線価や標準宅地の所在
などを記した「路線価マップ」を、4月
16日訟から市ホームページの「させぼ
街ナビ」に掲載します。ご覧ください。
●問資産税課

固定資産税の納期と減免
納税通知書を4月16日訟に発送する予
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【県】
●対県内在住者の子で、大学に進学予
　定か在学中の人、短大、専修学校
　（専門士、高度専門士の称号が付与
　される課程・学科）に進学予定の人
●内 貸与月額=国公立子4万1千円試私
　立子4万7千円
●申市・県大学等奨学生は4月27日象ま
　でに市教育委員会総務課へ、市高
　校・高専奨学生は4月2日訟～27日
　象に各学校へ
●問教育委員会総務課

米海軍佐世保基地内大学就学生
●内①セントラル・テキサス・カレッジ
　（準学士課程）②メリーランド大学
　（準学士・学士課程）正規入学コース、
　入学準備コース③フェニックス大
　学院（修士課程）
●対日本国籍を持ち県内に住所がある
　人で、①②は高卒か同等の学力が
　あると認められる人、③は大卒（成
　績証明書GPAが2.5以上）で、現在
　就業中か3年以上働いた経験があ
　る人で、各大学が定める英語の資
　格を持つ人
●申4月16日訟～5月21日訟に市基地政
　策局内事務局へ
※詳細は市ホームページに掲載。
●問基地政策局内事務局　緯25-9621

させぼ男女共同参画セミナー
スピカで始める基礎講座

●時4月20日象13時30分～15時
●場スピカ
●内テーマ「あなたらしく・自分らしく
　生きるために」（全5回）
●対市民●定30人
●申電話か直接「スピカ」へ

※託児あり（4月10日証までに要予約）。
●問男女共同参画推進センター「スピカ」
　緯23-3828

普通救命講習Ⅰ
●時4月22日裳9～12時
●場広田地区公民館
●内 心肺蘇生法、止血法の指導、AED
　（自動体外式除細動器）の取り扱い
　方など
●対中学生以上の市民
●料無料●定先着30人
●申4月16日訟～21日賞に電話かファ
　クス（38-1119）で東消防署へ
　※電話受け付けは8時30分～17時
　　15分。
●問東消防署　緯38-2519

甲種防火管理者資格取得講習会
●時5月10日詳、11日象
●場労働福祉センター（稲荷町）
●対現在施設に防火管理者が不在であ
　り、資格を取得して選任する必要
　がある人
●料6,000円●定150人
●申4月9日訟～20日象に消防局予防課
　か各消防署にある申込用紙に記入
　し、長崎県消防設備保守協会か日
　本防火協会に提出
●問消防局予防課　緯23-9256

危険物取扱者試験・試験準備講習
危険物取扱者試験
●時6月17日裳
●場長崎県立大学
●対甲種、乙種（全種）、丙種
●料種類により異なる
●申書面申請=4月9日訟～26日詳
　電子申請=4月6日象～23日訟
試験準備講習会
●時乙種第4類=5月16日詔、17日詳
　丙種=5月18日象

●場乙種第4類=アルカスSASEBO
　丙種=消防局
●対乙種第4類、丙種
●料乙種第4類=1万円（会員・学生）、
　1万2000円（一般）
　丙種=3,000円（別途テキスト代）
●申4月9日訟～5月2日詔
※申込書は県北振興局、消防局で配布。
●問消防局予防課　緯23-9257

被害者支援員養成講座
犯罪被害に遭った被害者を支援する
ため、電話相談や広報啓発活動などに
ボランティアで参加できる人を養成
する講座です。
●時6～11月（月2回）
●場県交通産業ビル（長崎市大黒町）
●対20歳以上の健康な人
●料無料（交通費は自己負担）●定10人
●申4月1日裳～5月19日賞に履歴書と
　作文を郵送（詳しくはお尋ねを）
●問長崎被害者支援センター
　緯095-820-4978
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4月9～11日
12～15日
12～14日
15～17日
16～18日
19～22日
23～25日
24～26日
27～30日
5月4～7日
5～7日
8～10日
9～10日

煙本場開催
煙高知記念場外
煙京王閣S級ナイター
煙本場開催
煙久留米S級場外
煙武雄記念場外
煙松戸S級ナイター
煙別府S級場外
煙共同通信杯場外
煙平塚記念場外
煙京王閣S級ナイター
煙小倉S級ナイター
煙防府S級場外

4月9日～5月10日開催分
緯31-4797

「させぼ競輪」開催日程

業務の委託（平成24年度）
暫佐世保市労働福祉センター使用料
　の収納子除佐世保市中小企業勤労
　者福祉サービスセンターへ委託
暫と畜場使用料、冷蔵庫使用料、と畜
　検査手数料の収納子佐世保食肉セ
　ンター株式会社へ委託
暫佐世保競輪開催業務等子日本トー
　タ－株式会社へ委託

下水道受益者申告書の提出
新たに公共下水道への接続が可能と
なった皆さんへ、下水道事業受益者負
担金を納めていただくための基礎と
なる申告書を4月初めに郵送します。
記載内容を確認の上、期間内に下水道
事業課へ申告書を提出してください。
●時提出期間＝4月2日訟～26日詳
　江迎負担区＝4月2日訟～13日象
※申告書の提出がない場合、土地所有
　者（江迎負担区は建物所有者）を受益
　者とします。
※固定資産税情報、住民記録情報、給
　水装置工事設備台帳を基に事前調査
　を行っています。
●問下水道事業課　緯24-1151

道路、法定外公共物占用料の納期
本年度の佐世保市道、法定外公共物
（道路・河川）占用料の納期限は5月1
日証です。期限内に、最寄りの指定
金融機関で納付してください。
●問土木政策・管理課

平成24年度市道路面清掃（機械）
業務委託の入札参加資格登録
●時5月7日訟～18日象
●対①一般施工土木業者か物品等納入
　業者で、市の指名業者②路面清掃
　車を所持、賃借できる業者③本市
　で定める一般廃棄物収集運搬業の
　許可を持っている業者
※業務場所は宇久地域を除く市内一円。
※詳しくはお尋ねください。
●問道路維持課

体育・スポーツ振興補助金
●対九州大会以上の大会に監督・選手
　として出場する市民
●申大会前日までに必要書類をそろえ
　てスポーツ振興課へ
※補助金額は年齢、出場大会により異
　なります。詳しくはお尋ねを。市
　ホームページにも掲載しています。
●問スポーツ振興課

経済センサス－活動調査への
ご協力ありがとうございました
市内のすべての企業・事業所を対象
に2月から実施した「経済センサスー
活動調査」に多くの回答を寄せていた
だき、ありがとうございました。ま
だ回答を提出していない企業・事業
所は、早めの提出をお願いします。
●問政策経営課

コミュニティ助成事業
宝くじの社会貢献広報事業として除
自治総合センターが実施する「コミュ
ニティ助成事業補助金」を活用し、川

下町公民館の新築工事に助成しました。
●問市民生活課

市民農園の利用者
利用期間=4月1日裳～来年3月31日裳
●場中里町高筈地区（将冠岳西側）
●料1区画（約30釈）当たり年額3,000円
●申まずは農業畜産課へ電話か来庁を
●問農業畜産課

男女共同参画推進センター
運営協議会の委員

男女共同参画社会を実現するための
拠点である「スピカ」の事業や、セミ
ナーの内容を考える運営協議会の委員。
●対 市内に在住・通学・通勤する18歳
　以上の人で、男女共同参画に興味
　があり、年2～3回（平日昼間）開催
　する会議に出席できる人
●定2人
●申住所、氏名、性別、年齢、電話番号
　を記入し、「男女共同参画について
　思うこと」（800字程度）を添えて「ス
　ピカ」へ持参か郵送（〒857-0863、
　三浦町2-3アルカスSASEBO・2階）
●時4月2日訟～27日象必着
※会議1回につき報酬8,800円を支給。
※任期は6月～平成26年5月末まで。
●問男女共同参画推進センター「スピカ」
　緯23-3828

市・県の奨学生
【市】
●対市内在住者またはその子で、大学、
　短大、専修学校（2年以上）、高校、　
　高専に進学予定か在学中の人
●内貸与月額=大学、短大、専修学校、
　私立高校子2万円試公立高校、高専
　子1万2千円
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人権とは 　すべての人が生存と自由を確保し、それぞれの幸福な生活を営む
ために侵すことのできない権利です。すべての人が社会の中で個人として尊
重され、自分らしい幸せな生き方をするためにもっている当然の権利です。

●問人権男女共同参画課
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　遊ぼう、育児相談）
許4月18日詔9時30分～11時
　藤原幼児園（戸外遊び）
　※着替え、おしぼり、水筒持参。
　※4月16日訟までに申し込みを。
距4月24日証10時～11時30分
　赤崎青い実幼児園（こいのぼりを作
　ろう、育児相談）
鋸5月7日訟10時～11時30分
　北地区公民館（パラシュートつくり）
●問虚距赤崎青い実幼児園　緯28-0044
　許藤原幼児園　緯31-4096
　鋸春日幼児園　緯22-2015

乳幼児親子支援「ひまわり」
育児アドバイザーや保育士と話した
り、親子で遊んだりしましょう。
●時毎月第1、3木曜9時30分～11時30分
●場ふれあいセンター
●内遊びの紹介、育児情報、情報交換、
　育児相談など

●対転勤で来た人、仕事などで長期間
　父親が不在の乳幼児親子
●問子ども発達センター　緯23-3945

～パパとママと子どものための～
「絵本読み語りライブ」

●時5月13日裳10時30分～12時（受け付
　けは10時から）
●場幼児教育センター
●内地元のミュージシャン・ 正 

しよう

 崎 陽平
ざき

　さんと絵本作家・たにむらあさみ
　さんによる絵本読み語りライブ
●対未就学児と保護者
●料無料●定30組程度
●申電話で幼児教育センターへ
●問幼児教育センター　緯31-0550

「親育ち講座」～自分にあった子
育てを見つけよう～

●時5月17日詳～7月5日詳の毎週木曜
　（全8回）10～12時

●場中央保健福祉センター
●内子育ての悩みや関心のあることを話
　し合い、子育ての在り方を学ぶ
●対未就学児の母親●料無料●定14人
●申4月10日証から電話で幼児教育セ
　ンターへ
※全8回参加が原則。託児あり（要予約）。
●問幼児教育センター　緯31-0550

障害者（児）各種手当の額改定
●内 特別児童扶養手当（1級）＝50,550
　円子50,400円、（2級）＝33,670円子
　33,570円、障害児福祉手当＝　　
　14,330円子14,280円、特別障害者
　手当＝26,340円子26,260円、福祉
　手当＝14,330円子14,280円
※いずれも所得制限あり。施設入所者
　は対象外です。詳しくはお尋ねを。
●問障がい福祉課

市役所・中央保健福祉センターの各課へは、電話24-1111（代表）からおつなぎします。
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巡回子育て支援「シーユー」

保育士が親子遊びを通して、
子育ての楽しさを体験する
場を提供します。
●時来年3月27日詔まで
●対在宅の0歳～就学前の乳
　幼児と保護者、妊婦など
●料無料（水筒、着替え持参）
※予約不要。祝日は休み。

問い合わせ先時間実施日実施場所

子ども発達センター　緯23-3945
  9:30～12:00毎週月曜子ども発達センター

  9:30～12:00第1、2水曜広田地区公民館

東部子育て支援センター
（市立早岐保育所）　緯39-4002

10:00～11:30第1水曜三川内地区公民館

  9:00～12:00第1金曜東部子育て支援センター

10:00～11:30第2水曜宮地区公民館

中部子育て支援センター
（市立大黒保育所）　緯32-1903

10:00～11:30第2水曜西地区公民館

10:00～11:30第3水曜愛宕地区公民館

  9:00～12:00第4水曜中部子育て支援センター

北部子育て支援センター
（市立上相浦保育所）　緯47-3329

10:00～11:30第1水曜大野地区公民館

10:00～11:30第2水曜中里皆瀬地区公民館

  9:00～12:00第3水曜北部子育て支援センター

10:00～11:30
毎週水曜
（第5週は休み）

吉井行政センター
別館　健康館

はしか（麻しん）、風しん予防接種
●場予防接種実施医療機関
●対第1期子生後1歳から2歳未満の人、
　第2期子平成18年4月2日から同19
　年4月1日生まれの人、第3期子平成
　11年4月2日から同12年4月1日生ま
　れの人（中学1年生に相当）、第4期
　子平成6年4月2日から同7年4月1日
　生まれの人（高校3年生に相当）
※第4期の対象者で平成24年度中に接
　種を終えた人は接種不要です。
●料第1期は無料、第2～4期は平成24年
　度中の接種に限り無料
※予防接種実施医療機関に、事前に電
　話で連絡を。なるべく6月末までに
　接種してください。
●問健康づくり課

児童扶養手当を支給
●対親と生計を共にしていない児童（18
　歳に達した後の最初の3月31日を
　迎えるまでの人。一定の障がいを
　有する場合は20歳未満）を監護して
　いる親、親に代わってその児童を
　養育している人
※ひとり親家庭、親に重度の障がいが
　あることなどが条件。ほかに所得
　制限あり。詳しくはお尋ねを。
●問子ども支援課

児童扶養手当の月額改定
4月分から児童扶養手当の月額が改定
されます。改定後の手当額での支払い
は8月分からです。対象者には8月の現
況届で個別にお知らせする予定です。
●内全部支給＝41,550円子41,430円、
　一部支給＝41,540円～9,810円子
　41,420円～9,780円
●問子ども支援課

乳幼児、母子家庭、父子家庭、
寡婦に医療費を助成

●対①乳幼児子0歳～小学校入学前の児
　童②母子家庭、父子家庭子20歳未
　満の子を養育している配偶者のい
　ない70歳未満の親とそのお子さん
　（18歳未満、高校在学中であれば20
　歳未満）、父母がいない18歳未満の
　お子さん③寡婦子60才以上70歳未
　満で民法に定める扶養義務者と生
　計を共にしていない女性
●内①②入院と通院③入院
※①以外は所得制限あり。③さかの
　ぼっての資格認定はできません。
●問子ども支援課

病気中のお子さんを
「病児保育室」で預かります
保護者が仕事などで病気中のお子さん
の世話ができないときに預かります。
●場さいくさ小児科（権常寺1丁目、緯39-
　1005）、あずま小児科（瀬戸越4丁目、
　緯49-6600）、かんべ小児科（木宮町、
　緯47-5711）、くすもと小児科（稲荷
　町、緯31-7828）
●料1日2,000円（別途経費などが必要
　な場合あり）※事前に登録が必要
　（登録は無料）。
●問子ども支援課

「わいわい広場」の開催日を変更
本年度から月～土曜（8時30分～13時
30分）に開催します。ただし、下記の
平日は、それぞれ休みますのでご注意
ください。
暫東部子育て支援センター子木曜
暫中部子育て支援センター子火曜
暫北部子育て支援センター子火曜
※日曜、祝日、年末年始も休み。
●問各子育て支援センター　
　（東部）緯39-4002、（中部）緯32-1903
　（北部）緯47-3329

出前保育
【みんなであそぼ！】

●対未就園児と保護者、妊婦など
虚第2・4月曜13時30分～15時30分
　ダイジャススクール（イオン大塔）
許毎週火曜13時30分～15時30分
　柚木地区公民館
距毎週水曜9時30分～12時
　小佐々地区公民館
※いずれも祝日を除く。
●内保育士と親子で遊ぶ●料無料
●問日野子育て支援センター 緯28-3264

【この指と～まれ！！】
●対未就園児と保護者、妊婦など
虚4月11日詔　針尾保育園
許4月12日詳　楠栖保育所
距4月17日証　クレールの丘自治会館
鋸4月20日象　日宇保育所
漁4月26日詳　楠栖保育所
※いずれも10時～11時30分。
●内みんなで遊ぼう、4月の制作●料無料
●問ルンビニ子育て支援センター　　
　「サーラ」　緯20-5100

【みんなよっといで～！】
●対未就園児と保護者
虚4月24日証　広田児童センター
許4月25日詔　相浦文化センター
距5月  8日証　柚木保育所（雨天時は
　柚木町2組公民館）
※いずれも10時30分～12時。
●内絵本の読み聞かせ、制作、簡単な手
　遊び、ふれあい遊びなど●料無料
※タオル、飲み物持参。
●問菫ヶ丘幼児園地域子育て支援セン
　ター　緯34-4188

保育所体験
●対未就園児と保護者
虚4月17日証10時～11時30分
　赤崎青い実幼児園（大型ブロックで
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【子どもの発達】
暫療育相談（要予約）
●問子ども発達センター　緯23-3945

暫歯科保健相談（要予約）
●問健康づくり課

【障がい福祉】●問障がい福祉課
虚アルコール依存相談（障がい福祉課で随時）
　暫佐世保断酒会　4月10日証、24日証　
　　13:30　中央保健福祉センター
許精神障がいの相談
　暫精神保健相談　4月12日詳、26日詳
　　中央保健福祉センター
　暫社会復帰訓練保健所デイケア

　　毎週金曜（祝日除く）10:00
　　※第2金曜は発達障がい者だけ。
　　中央保健福祉センター
距精神障がい者の家族の会（ゆみはり会）
　4月17日証13:00  ふれあいセンター
鋸脊髄小脳変性症の集い（アジサイ会）
　4月20日象13:30
　アルカスSASEBO「スピカ」
漁膠原（こうげん）病友の会
　4月19日詳13:30  ふれあいセンター
禦ひきこもり家族会（あのねの木）
　4月18日詔10:00  ふれあいセンター
※断酒会、許鋸漁禦の新規参加者は事前　

　にご連絡ください。
※距鋸漁禦は自主グループ活動です。
【医療に関する相談】●問保健福祉政策課
　平日8:30～17:15（電話での相談）
　医療安全支援センター  緯25-9723
【健康テレホン】　緯23-4300
4月の内容（3分間）
譲不整脈の治療（アブレーション）
醸新しい心肺蘇生法
錠出血しやすくなる病気薪血友病親
嘱爪の病気埴歯科の訪問治療―なぜ入れ
歯を入れるの？飾蒸不妊治療
●問長崎県保険医協会　緯095-825-3829

 相
談
な
ど

身体障害者手帳と療育手帳の
再交付時の注意

本年度から、各手帳の再交付の際に代
理人が申請を行うときは、確認のため、
代理人の印鑑と身分を証明するもの
（健康保険証など）が必要になります。
●問障がい福祉課

手話奉仕員養成講座
虚入門課程（24回コース）毎週月曜
　5月14日訟～12月10日訟10～12時
許入門課程（24回コース）毎週火曜
　5月15日証～12月11日証
　18時30分～20時30分
距基礎課程（28回コース）毎週火曜
　5月15日証～12月11日証10～12時
鋸基礎課程（28回コース）毎週水曜
　5月16日詔～12月12日詔
　18時30分～20時30分
漁基礎課程（28回コース）毎週木曜
　5月17日詳～12月13日詳19～21時
●場虚～鋸医療法人白十字会ビル2階
　漁江迎地区生涯学習センター
●対虚許初めての人（18歳以上）
　距～漁入門過程修了者
●料虚許5,800円、距～漁2,000円

●申はがきに住所、氏名（振り仮名）、
　電話・ファクス番号、受講希望課
　程と時間帯、希望会場、受講目的を
　記入し、長崎県ろうあ協会佐世保
　支部（〒857-0864、戸尾町4-5、医
　療法人白十字会ビル2階）へ
●〆4月30日訟蒋必着●定各40人
※受講生を対象に、平成26年に開催さ
　れる長崎がんばらんば国体の情報
　支援ボランティアの募集を行います。
●問障がい福祉課

健やか高齢者経穴療法提供事業
●内平成23年4月～同24年3月に受けた
　はり・きゅう施術1回につき200円
　を補助（月5回まで）
●対65歳以上の高齢者で要介護認定を
　受けていない人
●申4月27日象までに、申請者名義の銀
　行通帳、印鑑、鍼灸院の領収書を
　長寿社会課、各地域包括支援セン
　ター、各支所・行政センターに持参
●問長寿社会課

健康相談
●時予約時に調整
●場 中央保健福祉センター、世知原行
　政センター健康館、小佐々行政セ
　ンター、鹿町行政センター健康館、
　江迎地域（予約時に場所を決定）
●内生活習慣病予防や禁煙の相談
●申電話で健康づくり課へ
●問健康づくり課

乳がん・子宮がん体験者の会
（弥生の会）

体験者同士で情報交換をします。
●時4月25日詔13～15時
●場中央保健福祉センター
●問健康づくり課

犬の登録と定期狂犬病予防注射
実施日、実施会場は本紙3月号やワン
ニャンだよりに掲載しています。
●料登録済みの犬子3,050円、未登録の
　犬子6,050円（内登録手数料3,000円）
※市外から転入した場合は、注射日ま
　でに保健所で犬の転入手続きを済
　ませてください。
●問生活衛生課
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虚がん検診（受診は各種年1回・要予約）

　●場市内の登録医療機関
　※前回の受診日から12カ月以上空けてください。
　※1 前立腺がんは、対象年齢と自己負担額に変更の予定があ
　　   ります。詳しくは健康づくり課にお尋ねください。

許肺がん検診（胸部レントゲン）

●対40歳以上　●料X線=400円、X線+喀痰検査=900円
※肺がん検診は結核検診も兼ねます。
※虚許は70歳以上、本市国保加入者、生活保護受給者、市民税
　非課税世帯の人は無料（保険証か市が発行する証明書が必要）。

距働く女性のための日曜乳がん検診（要予約）
　●時4月22日裳9:30～12:00　●場中央保健福祉センター
　●対40歳以上の働いている女性　●定先着20人
　●申4月10日証から電話で健康づくり課へ
　●料40歳代1,500円、50歳以上1,100円

　※本市国保加入者、無料クーポン対象者、生活保護受給者、　
　　市民税非課税世帯の人は無料。

鋸女性検診（乳がん検診と骨粗しょう症検診・要予約）
　●時5月9日詔9:00～12:00、13:00～16:00
　●場中央保健福祉センター
　●内①女性検診②骨粗しょう症検診だけ
　●対①40～70歳の市民②20～70歳の市民　※いずれも女性。
　●定①②とも各日先着20人
　●申4月18日詔から電話で健康づくり課へ（料金などはお尋ねを）

漁成人歯科健診、歯科相談（要予約・無料）
　●時火曜8:30～10:30（祝日を除く）　●場中央保健福祉センター
　※市内の登録歯科医療機関でも受診可能（受診料500円・要予約）。

禦肝炎ウイルス検査（無料）
　●時月曜13:00～16:00（祝日を除く）　●場中央保健福祉センター
　●対感染の不安があり、肝炎ウイルス検査を受けたことがない人
　※市内の登録医療機関でも受診可能（20歳以上の検査未受診者）。

魚エイズ・性感染症相談・検査（匿名・無料）
　まずは電話やメールでご相談ください　●時平日8:30～17:15
　緯0120-104-783　Eメール   shc783@city.sasebo.lg.jp
　暫エイズウイルス抗体通常・クラミジア抗原検査
　　●時月曜9:00～11:30、13:00～16:30
●場中央保健福祉センター

　暫エイズウイルス抗体即日検査（要予約）
　　●時火曜13:00～16:00、木曜9:00～11:00
　　　4月17日証13:00～19:00
　　●場中央保健福祉センター

亨乳幼児健診　※約1カ月前に該当者に通知します。
　お子さんの成長、発達に欠かせない健診です。特に3歳児健
　診は仕事などで忙しいかと思いますが、受診をお願いします。
　4カ月児健診　　  ●対3～4カ月ごろ
　1歳6カ月児健診　●対1歳6カ月ごろ
　3歳児健診　　　  ●対3歳6カ月ごろ

●問健康づくり課（虚～魚）●問子ども保健課（亨）

70歳以上50～69歳40～49歳30～39歳20～29歳区分

無料

1,000円3,000円－胃
X線 400円
X線＋喀痰検査 900円

－－肺

600円－－大腸

頸部（けいぶ） 1,000円子宮

視触診・マン
モグラフィー
1,100円

視触診・マン
モグラフィー
1,500円

視触診・
エコー
1,500円

－乳

※1－－－前立腺

時間場所区分
  9:20～10:10岩下バス停4月11日詔
10:30～11:20汐美台自治会館
  9:20～10:10柿ノ浦公民館4月12日詳
10:30～11:20彼岸手公民館
  9:20～10:10針尾地区公民館4月19日詳
10:30～11:20下有福公民館
  9:40～10:30針尾漁協製氷工場横4月26日詳
10:50～11:40西海橋町内公民館
13:10～14:00江上地区公民館
  8:30～10:30中央保健福祉センター毎週火曜
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本市では、3月中旬から試験的な取り組みとして、災害時要援護者などを対象に「救急医療情報
キット」を配布しています。災害時要援護者に登録している人には各地区の民生委員・児童委員を
通じて配布しますので、注意事項などを確認の上、ご利用ください。また災害時要援護者に準じる
人にも配布しますので、希望する人は各地区の民生委員・児童委員にご連絡ください。連絡先が分
からない場合は、保健福祉政策課へお尋ねください。

配布対象
　次の敢柑のいずれかに該当し、本人や家族、近所の人
　などが医療情報の更新を確実に行うことができる人
　敢「災害時要援護者」に登録している人
　　災害時要援護者とは、市内に在宅で生活し、災害が
　　起きた際に何らかの手助けが必要な人。次のいず
　　れかに該当し、市に登録している人です（登録は希
　　望制）。
　　①1人暮らしの高齢者または高齢者だけの世帯
　　　（65歳以上）
　　②介護保険の要介護3～5の認定を受けている人
　　③身体障害者手帳の1級または2級を保持している人
　　④療育手帳保持者で程度区分Aの人
　　⑤その他、妊婦、けが人など
　柑「災害時要援護者」に準じる人

※キットに保管する医療情報は、いつも最新のものに
　取り換えてください。古い情報のままだと、かえっ
　て危険な状況になることもあり、適切な処置を受け
　ることができない恐れがあります。
※このキットは万が一の救急搬送に備えて安全・安心
　を確保するためのものですが、日ごろから地域で行う
　「見守り」のツールとしてもご活用ください。

●問保健福祉政策課　緯24-1111

救急医療情報キットの配布を始めました！

救急医療情報キットの内容

虚救急情報用紙
　救急情報を記入し、保管容器許に入れておきます。
許保管容器
　虚を入れておく容器。「冷蔵庫」に入れて保管します。
距冷蔵庫用マグネットシート
　キットがあることを救急隊員等に知らせるため　
　「冷蔵庫の外側」に貼っておきます。
鋸玄関用シール
　キットがあることを救急隊員等に知らせるため　
　「玄関の内側」に貼っておきます。
※上記のほか説明書も同封します。
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救急医療情報キット
1人暮らしの高齢者などが自宅に救急車を呼んだときに、救急隊員

が迅速・的確に対応できるようにするため、かかりつけ医療機関や

服用薬情報、緊急連絡先などの医療情報を記入した用紙を専用の

容器に入れ、冷蔵庫に保管しておくものです。玄関ドアの内側と

冷蔵庫の外側に専用シールを貼ることで、救急隊員にキットがあ

ることを知らせます。

▼

冷蔵庫と玄関の
シールが目印！
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【2月受付分】敬称略・順不同
▷西日本商事㈱親交会（栄町）▷西
日本商事㈱ゴルフ会（栄町）▷花日
本競輪選手会長崎支部（干尽町）▷
蛭川誠司（山祇町）▷シヤカイフク
シホウジンヨウ▷㈱ａｓｋ（宮田
町）▷キタムラユミコ▷テレビ佐世
保（上京町）▷佐世保市立商業高等
学校第14回同期会一同（須田尾町）
▷松本幸枝（大野町）▷社会福祉法
人朋友会救護施設あじさい職員一
同他（権常寺町）▷サイツヒロミ▷
黒髪くりのみ幼稚園（黒髪町）

本市募集分の東日本大震災義援金
は、3月31日賞をもって受け付けを
終了しました。皆さんから寄せら
れました善意に心からお礼を申し
上げます。本市では今後とも必要
な支援を継続して行っていきます。
●問市民協働推進室　緯24-1111

東日本大震災の被災地支援

義援金累計 1億5463万2668円
（2月29日現在）

ことし10月25日詳～29日訟に、ハウス
テンボスをメーン会場に開催される
「和牛の祭典inながさき」（第10回全国
和牛能力共進会長崎県大会）は、2部門
で構成されています。一つは全国の優
秀な和牛を一堂に集め、改良の成果や
肉質を競う大会（共進会）です。そして
もう一つは、さまざまな催し物を開催
する大会イベントです。この大会イベ
ントでは長崎和牛のバーベキューや、
全国の銘柄牛の試食などが計画されて
おり、市民の皆さんが参加して楽しめ
るものになっています。皆さんのご来
場をお待ちしています。
●問農業畜産課　緯24-1111

か
さ
べ
こ
く
ん

新茶が待ち遠しい季節となりまし
た。本市の特産品「世知原茶」も
間もなく新茶のシーズンを迎えま
すが、この「世知原茶」を使用し
たスイーツが販売されていること
をご存知ですか。地元のお菓子屋
さんとお茶屋さんが協力・連携し、
カステラやもなか、焼き菓子など
が製造・販売されており、どれも
上品なお茶の香りが楽しめると好
評です。くつろぎのひとときに、
お茶と併せてお楽しみください。
●問企業立地・観光物産振興局
　緯24-1111

世知原茶を
使ったスイーツ12

シリーズ許
牛を競う・牛を味わう！2部門構成

【おわびと訂正】本紙3月号に次のとおり誤りがありました。政策経営課よりおわびして訂正します。
裏表紙「総人口」259,676人子259,677人、「女性」137,887人子137,888人

●


